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第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動

ω

小

林

栄

郎

ま

え

が

き

資
本
主
義
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
賃
金
労
働
者
の
な
か
に
、
直
接
生
産
労
働
者
（
い
わ
ゆ
る
プ
ル

1
・
カ
ラ

i
E
g
g－
－
白
同
）
と
な
ら
ん

（

1〉

で
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ

i
あ
る
い
は
ブ
ラ
ッ
ク
・
コ

l
ト
と
よ
ば
れ
る
職
員
層
が
あ
ら
わ
れ
、

し
だ
い
に
そ
の
数
を
ま
し
て
く
る
乙
と
は

あ
ら
た
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
。
ド
イ
ツ
で
は
乙
の
階
層
を
「
新
中
間
層
」

（ロ

2
2
冨

5
0
z
s
n仏）

と
よ
ぶ
と
と
が
多
い
。
も
っ
と
も
、

「
新
中
間
層
」
は
ホ
ワ
イ
ト
＠
カ
ラ
ー
だ
け
で
な
く
、
ブ
ル

l
・
カ
ラ
ー
の
な
か
に
も
「
帝
国
主
義
へ
の
移
行
期
」
あ
る
い
は
「
帝
国
主
義
段

階
」
に
お
い
て
は
乙
の
名
称
で
よ
び
う
る
厨
が
あ
ら
わ
れ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
で
も
そ
の
下
層
部
は
「
新
中
間

局
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
ら
な
い
、
と
考
え
る
人
も
あ
る
。
し
か
し
、
な
ん
と
い
っ
て
も
「
新
中
間
層
」
の
主
要
部
分
は
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
l

で
あ
り
、

セ
リ
グ
マ
ン
の
「
社
会
科
学
百
科
事
典
」
に
ア
ル
フ
レ
ッ
ト
・
モ
イ
ゼ
ル
が
寄
稿
し
た
「
中
間
階
級
」
（
冨
広
門
口
冊
。
釦
凹
凹
）

の
項
の
な

か
で
も
、
「
サ
ラ
リ
ー
で
は
た
ら
く
公
務
員
お
よ
び
民
間
職
員
」
が
「
ド
イ
ツ
で
新
中
間
間
（
ロ

E
R
冨

5
0
Z
S邑
）
と
し
て
知
ら
れ
る
グ
ル

（

2
｝
 

！
プ
」
で
あ
る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
労
働
者
」

（
hrFag与
す
な
わ
ち
ブ
ル

l
・
カ
ラ
l
は
賃
金
率
（
単
位
労
働
時
間
当

り
の
賃
金
）
を
基
礎
と
し
た
賃
金
計
算
で
あ
る
か
ら
、
病
気
な
ど
で
休
め
ば
、

そ
の
ぶ
ん
は
支
払
わ
れ
な
い
。
こ
れ
に
た
い
し
て
「
職
員
」

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
悶
層
」
と
労
働
運
動
（
一
）

（小林）



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
会
）

（小林〉

（

k
r

ロ
m
S
E
－－g）

す
な
わ
ち
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
は
週
給
・
月
給
あ
る
い
は
年
俸
で
、
短
期
の
火
動
で
は
給
料
を
差
引
か
れ
な
い
。

（

3
｝
 

ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ル
ズ
の
「
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
i
」
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
の
「
ブ
ラ
ッ
ク
・

（

4）
 

コ
i
ト
労
働
者
」
な
ど
最
近
の
社
会
学
界
で
注
目
す
べ
き
研
究
が
う
ま
れ
て
い
る
が
、

労
働
運
動
史
の
分
野
で
は
、

ま
だ
充
分
の
究
明
が

な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ど
乙
ろ
か
、
東
ド
イ
ツ
の
ユ
ル
ゲ
ン
・
ク
チ
ン
ス
キ
ー
が
「
経
済
来
年
報
」

（
一
九
六
ニ
年
号
）

に
発
表
し
た
「
帝
国
主
義
ド
イ
ツ
の
社
会
学
に
寄
せ
て
」
と
題
す
る
論
文
は
、

一
九
三
二
年
の
エ
ル
ン
ス
ト
・
テ
ー
ル
マ
ン
の
演
説
そ
の
他

を
引
用
し
つ
つ
、
職
員
層
は
厳
密
な
意
味
に
お
け
る
「
労
働
者
階
級
」

（
色
。
関
宮
田
師
団
内
回
m
w
H
k
r
号
命
日
仲
間
同
）
す
な
わ
ち
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」

2
2
早
急
色
白
門
戸
白
骨
）
に
属
す
る
も
の
で
な
く
、

ωnv付
V
H
a
g
同
E
P
U民
同

m
O
H
S
B師）

「
小
市
民
層
の
な
か
の
非
常
に
亘
裟
な
一
階
層
」
（

OEO
白
5
8
8
a
O
E
－－n
v
d
a
n
v
t
m叩

（

5
｝
 

で
あ
る
と
断
定
し
て
い
る
。

「
新
中
間
層
」
と
い
う
発
想
そ
の
も
の
は
マ
ル
ク
ス
主
義
を
批
判
す
る

立
場
か
ら
う
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
マ
ル
ク
ス
主
義
者
で
あ
る
ク
チ
ン
ス
キ

l
と
立
場
が
ち
が
う
は
ず
で
あ
る
が
、

ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
！

の
社
会
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、

ク
チ
ン
ス
キ
ー
は
新
中
間
層
説
に
近
い
。
し
か
し
、
職
員
層
は
厳
密
な
意
味
に
お
け
る
労
働
者
階
級
に
属

し
な
い
と
断
定
し
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
職
員
居
の
位
置
づ
け
は
そ
の
歴
史
的
な
発
展
過
程
に
即
し
て
、

い
ろ
い
ろ
の
角
度
か
ら
お
乙
な
わ
れ

ね
ぽ
な
ら
ぬ
。
と
く
に
労
働
運
動
と
の
関
連
の
な
か
で
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
l
の
動
向
を
考
察
す
る
ζ

と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

ζ

う
し
た
視
点
か

ら
ド
イ
ツ
労
働
運
動
史
の
分
野
で
職
員
層
の
運
動
を
と
り
あ
げ
た
も
の
は
、
私
の
知
る
か
ぎ
り
で
は
、
ま
だ
す
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
東
ド

イ
ツ
で
本
年
刊
行
さ
れ
た
「
ド
イ
ツ
労
働
運
動
史
」
八
巻
は
マ
ル
ク
ス
・
レ
！
ニ
ン
主
義
の
立
場
か
ら
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、

（

8〉

ッ
プ
・
プ
ッ
チ
ュ
の
部
分
そ
の
他
で
職
員
屑
の
運
動
に
論
及
し
て
い
る
が
、
あ
ま
り
深
い
究
明
を
お
こ
な
っ
て
は
い
な
い
。

一
九
二

O
年
の
カ

本
稿
で
私
は
第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
を
労
働
運
動
史
と
の
関
述
に
お
い
て
考
察
す
る
。

一
九
世
紀
の
末

か
ら
ニ

O
世
紀
に
入
っ
て
い
よ
い
よ
急
速
に
増
大
し
た
職
員
層
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ
の
条
件
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
自
分
た
ち
の
利
益
を
守



ろ
う
と
し
た
か
。
ど
の
よ
う
な
組
織
化
が
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
の
な
か
の
い
か
な
る
職
種
、

い
か
な
る
層
で
お
こ
な
わ
れ
た
か
。
そ
れ
ら
の
組

織
は
ブ
ル

l
・
カ
ラ
！
の
労
働
組
合
と
ど
乙
ま
で
共
通
性
を
も
ち
、
ど
乙
に
相
違
点
を
も
っ
て
い
た
か
。
と
く
に
賃
金
労
働
者
と
し
て
の
連
帯

性
の
自
覚
、
あ
る
い
は
階
級
意
識
は
ど
の
程
度
ま
で
存
在
し
た
か
。
こ
う
し
た
問
題
の
解
明
は
、

ド
イ
ツ
労
働
運
動
史
を
構
造
的
に
理
解
す
る

た
め
に
不
可
欠
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
機
関
紙
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
霊
要
な
史
料
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、
最
も

知
り
た
い
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
場
合
が
多
い
。
そ
の
た
め
に
本
稿
は
不
充
分
な
考
察
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
史
料
に
つ
い
て
の
御

教
示
、

そ
の
ほ
か
本
稿
の
過
誤
・
不
備
に
つ
い
て
御
指
摘
を
た
ま
わ
る
よ
う
切
に
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

第
一
次
大
戦
前
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
は
ど
ん
な
状
態
に
あ
っ
た
か
。
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
を
公
務
員
と
民
間
職
員
と
に
大
別

し
て
、
ま
ず
公
務
員
の
状
態
か
ら
検
討
し
よ
う
。
い
っ
た
い
公
務
員
（
軍
人
を
除
い
た
文
官
の
公
務
員
）
は
ど
の
く
ら
い
存
在
し
た
か
。
統
計
の
発

達
し
た
ド
イ
ツ
の
こ
と
だ
か
ら
、
こ
れ
は
す
ぐ
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
よ
う
が
、
じ
つ
は
い
以
外
に
わ
か
ら
な
い
。
そ
れ
は
帝
政
ド
イ
ツ
の
統
計

局
の
調
査
が
公
務
員
と
民
間
職
員
と
を
般
需
に
区
別
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

一
九

O
七
年
の
職
業
統
計
も
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

（寸

外
交
（
U
G
E
B白
位
。
）
に
、
ま
た
国
・
邦
・
管
区
・
向
治
体
の
行
政
に
、
そ
し
て
シ
ュ
タ
ン
デ
ス
ヘ
ル
お
よ
び
グ
ル
ン
ト
ヘ
ル
の
管
理
に
（
ぽ
号
円

E
R
E－－

g
s
a
l－
w
o
N
E
T－
P
B
S
H
r－－
m神
宮
《
同

gvo同同
H
H
n
E
2
5《
H
m
H
E向
田
町
民
同
日
目
円
吉
岡
」

E
S】
昨
日
間
）

従
事
す
る
職
員

2
2
B
l
 

件
。
）
、
刑
務
所
・
受
刑
施
設
・
矯
正
院
・
救
貧
院
・
慈
善
施
設
な
ど
の
監
将
員
・
用
務
員
（
U
5
5
q
o
a
g巴
）
を
含
む
司
法
関
係
の
職
員
、

す
な
わ
ち

川
上
級
職
員
（
E
U
E
O
B
∞2
B
H
O）
・
弁
護
士
・
公
証
人

五
五
、

O
三
八
名

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
屑
」
と
労
働
運
動
（
一
）

（
小
林
）



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
一
）

（
小
林
）

四

(c) (b) 

そ
の
他
の
管
理
・
監
督
・
事
務
要
員
、
会
計
係
、
書
記

二
五
七
、
三
四
七

用
務
員
、
守
衛
、
使
丁
、
事
務
所
給
仕

七
七
、
六
二

O

小
計

三
九
O
、
O
O五

同

大
学
・
ギ
ム
ナ
ゾ
ウ
ム
・
実
科
学
校
（
同

gznEEO〉
・
小
学
校
・
実
業
学
校
（
の
四
唱
。
円
吉
田

nvao）
・
職
業
学
校
（

E
n
z
n
E
5
・
羽
児
院
の
教

員
、
私
立
学
校
（
司
片
山

azanEEO）
・
教
育
施
設
・
盲
学
校
・
聾
唖
学
校
の
所
有
者
。
ロ
H
H
白

σ切
る
お
よ
び
教
員
、
私
教
師
（

p
z
a
z
v叫
ぬ
る
お
よ
び

家
庭
教
師
（
出
血
g
z
v
g
C
な
ど
、
す
な
わ
ち

(c) (d) (a) 

管
理
職
〈
U
W
岳
民
S
8
2
8ロ
国
】
）
お
よ
び
教
員

二
七
七
、

一
五
三
名

事
務
要
員
（

3
3
5偶者四同
g
s

四

一
二
七

用
務
員
（
施
設
を
含
む
）

計

一
八
、
－

二
九
九
、
三
九
六

－
一
六

同

郵
便
・
電
信
・
電
話
の
職
員

鉄
道
職
員
三
九
O
八
年
）

ニ
三
二
、
五
七
一

二
七
六
、
三
一
ニ

て
一
九
八
、
ニ
八
四

日

合
計

上
記
の
う
ち
、
と
く
に
付
お
よ
び
同
の
な
か
に
民
聞
の
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
が
含
ま
れ
て
い
る
乙
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
以
上

の
集
計
に
は
、

こ
こ
に
列
挙
さ
れ
た
以
外
の
公
的
事
業
に
従
事
す
る
公
務
員
が
算
入
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
事
情
を
考
慮
に
入
れ
て
エ
ミ

ー
ル
・
レ

l
デ
ラ
！
と
ヤ

l
コ
プ
・
マ
ル
シ
ャ

l
ク
は
、

｛

7）
 

人
に
達
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。

一
九

O
七
年
の
時
点
で
す
で
に
公
務
員

（

α同岡
市

HM件
出
n
H
H
O

∞O曲
g
Z回〉

は
一
五

O
万

乙
れ
ら
の
公
務
員
の
経
済
的
状
態
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
史
料
が
入
手
で
き
な
い
の
で
残
念
な
が
ら
わ
か
ら
な
い
。



ミ
ュ
ッ
フ
エ
ル
マ
ン
の
「
近
代
の
中
間
層
運
動
」

（
一
九
一
三
年
刊
）

は
一
九
O
七
年
の
ド
イ
ツ
国
家
公
務
員
を
約
三
九
万
人
と
し
て
い
る
が

こ
れ
は
諸
邦
や
自
治
体
の
公
務
員
を
含
ま
な
い
ラ
イ
ヒ
直
属
の
公
務
員
だ
け
の
数
で
あ
ろ
う
。
ミ
ュ
ッ
フ
ェ
ル
マ
ン
に
よ
る
と
、
国
家
公
務
員

の
な
か
に
は
宰
相
（
ラ
イ
ヒ
ス
カ
ン
ツ
ラ
l
）
も
い
れ
ば
郵
便
配
達
員
も
い
る
。
そ
の
ほ
か
司
法
官
・
行
政
官
・
士
宮
・
聖
職
者
・
教
員
・
鉄

道
員
な
ど
、

い
ず
れ
も
国
家
に
よ
っ
て
佳
命
さ
れ
た
官
吏
は
国
家
公
務
員
で
あ
る
。
し
か
し
経
済
的
な
面
か
ら
い
う
と
、
同
じ
公
務
員
で
も
上

層
・
中
層
・
下
層
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
中
層
に
属
す
る
と
み
ら
れ
る
も
の
が
最
も
多
く
、

一
九
O
七
年
に
は
三
九
万
人
の
う
ち
約
二
五
七
、
。

0
0人
〈
六
六
パ
ー
セ
ン
ト
弱
）
が
中
層
で
あ
ろ
う
。
上
層
は
五
五
、

0
0
0人
（
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
強
）
、
下
層
七
七
、

0
0
0人
（
ニ

O

パ
ー
セ
ン
ト
弱
）
で
あ
ろ
う
。

い
わ
ゆ
る
「
中
間
層
」
の
な
か
に
公
務
員
ぞ
入
れ
る
な
ら
、

こ
の
経
済
的
中
層
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
し
か
し
、

下
層
と
中
層
と
の
あ
い
だ
に
明
確
な
境
界
線
を
び
く
乙
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
だ
か
ら
下
層
公
務
員
も
大
部
分
は
「
中
間
層
」
の
な
か
に
含
め

ら
れ
る
乙
と
に
な
る
｜
｜
と
ミ
ュ
ッ
フ
ェ
ル
マ
ン
は
書
い
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
ど
こ
に
基
準
を
お
い
て
上
・
中
・
下
の
三
層
を
区
分
し
た

の
か
、

そ
の
具
体
的
根
拠
を
述
べ
て
い
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
。

第
一
次
大
戦
前
に
お
け
る
ド
イ
ツ
公
務
員
の
組
合
は
ど
の
よ
う
に
組
織
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
A
・
フ
ァ
ル
ケ
ン
ベ
ル
ク
の
「
革
命
後

の
ド
イ
ツ
公
務
員
運
動
」
（
一
九
二

O
年
刊
）
は
、
「
公
務
員
運
動
の
性
格
は
現
世
紀
の
二

0
年
代
に
入
る
ま
で
は
、
小
市
民
的
な
枠
の
な
か
に

と
ど
ま
っ
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
た
し
か
に
こ
う
し
た
傾
向
は
い
ち
じ
る
し
く
、
組
合
と
い
っ
て
も
共
済
組
合
的
性
格
が
強
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
ミ
ュ
ッ
フ
ェ
ル
マ
ン
に
よ
る
と
、
公
務
員
は
ま
ず
職
域
別
に
地
方
的
組
合
を
結
成
し
た
。
た
と
え
ば
鉄
道
員
・
郵
便
局
員
・
税
関

吏
は
そ
れ
ぞ
れ
職
域
別
に
地
方
組
合
を
つ
く
り
、

そ
れ
が
の
ち
に
全
国
的
な
職
域
別
の
組
合
へ
と
発
展
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
「
最
近
、
あ
ら
ゆ

る
職
域
に
わ
た
っ
て
中
層
お
よ
び
下
層
の
公
務
員
全
体
の
利
益
を
守
ろ
う
と
す
る
い
ろ
い
ろ
の
組
織
が
つ
く
ら
れ
た
」
と
ミ
ユ
ツ
フ
ェ
ル
マ
ン

は
述
べ
て
い
る
。
た
と
え
ば
一
八
九
七
年
に
は
「
ド
イ
ツ
公
務
員
組
合
」

（
u
g
z
n
v
R
∞g
g
gロ
ヴ
ロ
白
色
）
が
結
成
さ
れ
、

そ
れ
が
一
九
O

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
一
）

（小林）
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に
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け
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層
」
と
労
働
運
動
（
一
）

（小林）

ム
/, 

六
年
に
は
「
国
・
邦
・
自
治
体
職
員
お
よ
び
民
間
職
員
の
中
央
組
織
」
と
い
う
サ
ブ
・
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
て

0
2
2
n
v句
∞
g
g
gロ
吉
田
内
y

N
何
回
件
同
色
。
諸
白
E
g
t
o出
色
母
国
同
冊
目
nv由
J
g
s
s・－関
o
g
Bロロ色・
Z
H
H
円
回
目
比

S
5
8
5
Zロ
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
乙
う
な
る
と
民
間

職
員
も
加
盟
す
る
こ
と
が
で
き
る
お
け
だ
か
ら
、

「
ド
イ
ツ
公
務
員
組
合
」
は
「
ド
イ
ツ
職
員
組
合
」
と
訳
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
乙
と
に
な
る
。
ド

イ
ツ
語
の
場
合
切

S
B
Z
は
「
公
務
員
」
と
い
う
意
味
の
ほ
か
に
、
民
間
職
員
で
も
銀
行
、

保
険
金
社
な
ど
の
職
員
に
用
い
ら
れ
る
か
ら
、

∞
g
s
gロゲロロ角田
と
い
う
言
葉
は
そ
の
ま
ま
で
よ
い
。
）
し
か
し
、
民
間
職
員
の
加
毘
者
は
す
く
な
く
、
事
実
上
乙
の
組
合
は
公
務
員
を
主
と
す
る

組
織
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ζ

れ
ら
の
組
合
は
そ
の
活
動
を
単
な
る
経
済
的
利
益
の
擁
護
か
ら
、
し
だ
い
に
経
済
政
策
的
分
野
へ
、
ま
た
政

治
的
領
域
へ
と
移
し
て
い
っ
た
二
九

O
九
年
に
は
「
ド
イ
ツ
公
務
員
選
挙
辿
山
」

（u
g
g
n
Z円
∞
g
g
gロ
d
E
E
4
0
8一
口
）
が
創
立
さ
れ
た
。

こ
れ
は
公
務
員
層
を
「
そ
の
政
治
的
無
感
覚
か
ら
揺
り
お
乙
す
」

（
＝
自
国

E
B
H
3－一昨日凹
nvoロ
凶
ロ
仏
o－g
N
釦

Z
Rロ門店
30qa）
乙
と
を
そ
の
日
十

的
と
し
て
い
た
。
同
年
「
回
定
給
者
組
合
」

（
∞
ロ
ロ
色
色
白
門
出
出
手
2
0向
島
町
一
件
。
口
）
が
結
成
さ
れ
た
。
そ
の
目
的
は
直
按
に
経
済
政
策
に
介
入
す

る
乙
と
に
あ
っ
た
1

1
と
ミ
ユ
ツ
フ
ェ
ル
マ
ン
は
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
組
織
の
人
員
・
会
計
等
に
つ
い
て
は
記
載
し
て
い
な

b、
。

「
回
定
給
者
組
合
」
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
ふ
れ
た
フ
ァ
ル
ケ
ツ
ベ
ル
ク
の
著
書
の
ほ
う
が
詳
記
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
｜
｜
組
織
化

の
思
想
は
、
公
務
員
屈
の
な
か
で
は
、

一
九
世
紀
の
八

0
年
代
に
そ
の
地
歩
を
固
め
て
い
た
。
し
か
し
伝
統
の
力
が
強
く
、
公
務
員
が
被
用
者

の
立
場
に
立
っ
て
運
動
を
推
進
す
る
ζ

と
は
容
易
で
な
か
っ
た
。

一
九
世
紀
末
の
め
ぎ
ま
し
い
技
術
的
経
済
的
躍
進
の
な
か
で
労
働
者
お
よ
び

民
間
職
員
の
運
動
は
大
い
に
発
展
し
た
が
、
公
務
員
は
、

一
面
で
は
確
か
に
こ
の
組
織
化
時
代
の
子
と
し
て
自
覚
を
高
め
つ
つ
も
、
他
面
で
は

政
府
な
ら
び
に
官
庁
が
お
こ
な
う
体
制
が
わ
の
組
織
化
の
努
力
を
阻
止
す
る
だ
け
の
力
を
も
た
ず
、

そ
の
た
め
公
務
員
運
動
は
不
活
発
に
な

ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
公
務
員
は
長
い
あ
い
だ
、
自
分
た
ち
は
他
の
団
体
と
提
携
せ
ず
厳
重
に
孤
立
し
て
、
ひ
た
す
ら
俸
給
の
改
善
の
み
を



は
か
る
俸
給
一
本
槍
政
策
〈
Z
E
Z
8
5ロ
ロ
官
苦
言
涛
）

を
固
持
し
て
い
て
・
も
目
的
を
達
し
う
る
と
思
い
ζ

ん
で
い
た
。
実
ば
こ
れ
は
ま
ち
が

っ
た
判
断
で
、
洞
察
力
を
も
っ
た
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
早
く
そ
の
誤
り
に
気
づ
い
て
い
た
。
彼
ら
は
新
し
い
方
法
で
公
務
員
政
策
を
一
般
政
策
に

結
び
つ
け
よ
う
と
考
え
、

乙
こ
に
「
公
務
員
選
挙
連
盟
」
を
結
成
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

乙
の
連
盟
は
選
挙
区
に
お
け
る
地
域
的
活
動
を

お
こ
な
う
に
あ
た
っ
て
、
公
務
員
問
題
の
全
体
に
わ
た
る
展
望
を
そ
な
え
た
綱
領
を
も
た
ず
、
た
だ
公
務
員
政
策
の
目
標
だ
け
を
強
調
し
た
の

で
、
そ
の
結
果
は
か
え
っ
て
公
務
員
と
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
の
間
隙
そ
い
っ
そ
う
拡
大
す
る
乙
と
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
O
七
年
か
ら
八

年
に
か
け
て
公
務
員
の
給
与
の
改
善
が
新
た
に
問
題
に
な
っ
て
き
た
。
そ
う
な
る
と
、
政
治
路
線
に
密
着
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
段
と
成
果
を

を
あ
げ
よ
う
と
す
る
考
え
方
が
大
い
に
賛
同
者
を
み
い
だ
し
た
。
し
か
し
、

乙
こ
ぞ
と
い
う
と
き
に
決
定
的
な
姿
勢
が
と
れ
て
い
な
い
た
め
に

せ
っ
か
く
の
給
与
改
善
も
約
三
億
マ
ル
ク
の
支
出
と
い
う
形
で
登
場
し
、

た
い
し
た
改
善
に
も
な
ら
ず
に
終
っ
た
。
こ
う
し
た
結
末
は
公
務
員

層
の
不
満
を
高
め
、
政
治
へ
の
意
志
そ
上
昇
さ
せ
た
。
乙
の
公
務
員
給
与
改
善
問
題
は
政
治
の
舞
台
で
た
た
か
わ
れ
た
も
の
で
、
政
府
は
公
務

員
が
政
治
的
手
段
で
要
求
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
の
を
阻
止
す
る
た
め
に
全
力
を
つ
く
し
た
。
し
か
し
そ
の
結
果
は
か
え
っ
て
、
公
務
員
を
一

つ
の
大
き
な
組
織
に
結
束
さ
せ
よ
う
と
す
る
最
初
の
真
撃
な
試
み
を
・
つ
な
が
す
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
O
九
年
一

O
月
一
一
一
一
日
に
結
成
さ
れ

た
「
画
定
給
者
組
合
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
は
個
人
加
盟
で
、
公
務
員
お
よ
び
民
間
職
員
の
す
べ
て
の
、
グ
ル
ー
プ
を
包
括
す
る
も
の
と
さ
れ

た
。
そ
の
「
組
合
綱
領
」

（切ロロ円四
0
8
5
m
E
B
B）
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
固
定
給
者
組
合
は
、
憲
法
に
も
と
づ
き
皇
帝
と
国
家
（
ラ
イ
ヒ
）
に
忠
誠
で
あ
る
。
当
組
合
は
国
・
邦
・
自
治
体
の
職
員
お
よ
び
民
間
職
員
百
干

5
5
E
S
S
E）
な
ら
び
に
教
員
の
結
束
を
は
か
り
、
彼
ら
の
国
家
公
民
的
（
2
2ぴ
E門

間
叩
門
戸

EH）
、
経
済
政
策
的
お
よ
び
文
化
的
利
益
を
擁
護
す
る
も

の
で
あ
り
、

と
く
に
他
の
職
業
層
の
利
益
と
な
ら
ん
で
固
定
給
者
の
利
益
に
も
充
分
の
理
解
を
示
し
、

そ
の
点
に
お
い
て
当
組
合
に
充
分
の
保
証
を
是

す
る
よ
う
な
人
民
代
表
者
〈
〈
a
Z
2
3
5
S
C
の
み
を
議
会
そ
の
他
の
公
的
団
体
に
送
る
乙
と
を
目
的
と
す
る
。

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
一
）

（小林）

七



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
一
）

（
小
林
〉

J¥ 

そ
の
要
求
は
、
つ
ぎ
の
六
項
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。

H
 
す
べ
て
の
画
定
給
者
に
法
律
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
国
家
公
民
的
権
利
、

と
く
に
結
社
・
集
会
の
権
利
、
言
語
お
よ
び
文
書
に
よ
る
自
由
な
る
意

見
発
表
の
権
利
、
憲
法
に
も
と
づ
く
諸
政
党
の
枠
内
に
お
け
る
自
由
な
る
政
治
的
活
動
の
権
利
の
確
立
。

ω
全
国
（
ラ
イ
ヒ
）
立
法
に
よ
る
統
一
的
な
近
代
的
公
務
員
法

（回
g
g窓口同

8
5
の
制
定
。
規
律
違
反
の
場
合
の
仲
裁
裁
判
所
と
し
て
の
刑
事
裁

判
所
の
設
置
。
勤
務
評
定
書
（

F
3
0
E－
島
窓
口
）
の
、
秘
．
密
保
存
の
廃
止
。
下
級
公
務
員
に
た
い
す
る
禁
一
鋼
罰
の
撤
廃
。
勤
務
・
休
息
時
間
な
ら
び

に
有
給
休
暇
の
法
律
的
規
制
。

と
く
に
商
工
業
労
働
者
の
保
護
の
た
め
政
府
に
よ
り
営
業
条
令
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
措
置
を
公
務
員
に

も
認
め
る
乙
と
。
自
治
体
の
被
選
挙
権
を
白
治
体
公
務
員
お
よ
び
小
学
校
教
員
に
与
え
る
ζ

と
。
自
由
に
し
て
独
立
な
る
公
務
員
委
員
会
事

8
1

8
2
5
g
E皆
目
由
）
の
設
置
。
な
ら
び
に
当
組
合
と
政
党
と
の
交
渉
の
た
め
の
議
会
委
員
会

（司白門戸田旨昂
E
g
g
g
n
v
C
2
0）
の
設
立
。

出

確
実
な
物
質
的
基
礎
の
樹
立
。
す
な
わ
ち

例
公
務
員
に
つ
い
て
は
、

そ
の
時
の
物
価
値
上
り
に
給
料
を
対
応
さ
せ
る
乙
と
。

住
居
事
情
を
改
善
す
る
乙
と
。
予
算
に
よ
る
公
務
員
は
す
べ

て
終
身
任
用
と
す
る
乙
と
。
臨
時
雇
員
の
現
則
を
改
正
す
る
と
と
。

旧
年
金
受
領
者
お
よ
び
遺
族
を
給
与
の
増
加
に
応
じ
て
新
年
金
受
領
者

と
法
律
的
に
等
置
す
る
ζ

と
。
祝
儀
制
（
の
3
位
以

E
a
oロ曲語、
2
8）
の
廃
止
。

(d) 

民
間
職
員
に
つ
い
て
は
、
川
開
項
に
か
か
げ
た
も
の
で
民
間
職
員
に
あ
て
は
ま
る
要
求
の
ほ
か
に
、

法
的
関
係
に
お
い
て
す
べ
て
の
民
間
職
員

を
等
置
す
る
乙
と
。
民
間
職
員
保
険
の
完
成
、
な
ら
び
に
失
業
保
険
の
制
定
。
競
争
条
項
負

B
w
g同日
Nwzzgσ
の
廃
止
。
解
雇
一
予
告

期
間
の
規
則
改
正
。

法
定
の
民
間
職
員
利
益
代
表
団
体
の
設
置
。

労
働
時
間
を
最
高
八
時
閣
に
制
限
す
る
乙
と
。
完
全
な
る
目
隈
休
業
の
導

入
。
営
業
監
督
制
を
職
員
の
労
働
関
係
に
拡
張
す
る
こ
と
。
補
習
学
校
制
度
を
国
家
立
法
に
よ
っ
て
制
定
す
る
乙
と
。
最
低
給
与
の
法
的
保

託。

回

大
規
模
の
土
地
政
策
の
導
入
。

累
進
所
得
・
資
産
税
制
を
一
段
と
き
び
し
く
採
用
す
る
公
正
な
る
机
税
政
策
の
遂
行
。



伺

理
論
と
実
践
に
お
け
る
公
務
員
の
基
礎
的
研
修
の
た
め
に
国
家
的
方
途
を
鱗
ず
る
乙
と
。

と
く
に
技
術
お
よ
び
交
通
の
進
歩
に
か
ん
が
み
、

公
務

員
お
よ
び
民
間
職
員
の
た
め
に
社
会
的
教
義
コ
！
ス
を
設
置
す
る
と
と
。

同

現
在
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
暗
級
選
挙
権
を
廃
止
し
、

す
べ
て
の
務
邦
お
よ
び
自
治
体
に
た
い
し
て
秘
密
・
直
接
選
挙
を
と
も
な
う
選
挙
法
を
要
求

す
る
こ
と
。

公
正
な
る
税
査
定
。
国
・
邦
・
自
治
体
に
お
け
る
自
治
の
原
則
を
で
き
る
だ
け
広
汎
に
つ
ら
ぬ
く
乙
と
。

な
お
「
固
定
給
者
組
合
選
挙
綱
領
」

（
当
岳
写
円
高
E
B宮
内
凶

2
∞
ロ
民
自
由
仏
O
H
m，O
回忌
0
8
5
2
8）

が
定
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
は
「
す
べ

て
の
固
定
給
者
の
幸
福
は
究
極
に
お
い
て
、

多
く
の
、
グ
ル
ー
プ
が
バ
ラ
バ
ラ
に
請
願
し
た
り
、
も
っ
ぱ
ら
給
与
政
策
の
み
を
お
こ
な
う
こ
と

に
あ
る
の
で
な
く
、
計
画
的
に
し
て
統
一
的
な
る
公
務
員
政
策
を
め
ざ
し
て
、
国
家
生
活
の
内
部
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
公
的
出
来
事
に
つ
い
て

団
結
し
て
間
断
な
く
活
動
す
る
こ
と
に
あ
る
。
も
し
徴
税
通
達
書
、
賃
貸
契
約
、
食
料
品
値
上
り
な
ど
が
、
せ
っ
か
く
給
与
改
善
で
得
た
も
の

を
ふ
た
た
び
取
り
去
れ
ば
、
給
与
改
善
は
何
の
役
に
た
っ
か
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。

一
九
一
二
年
の
第
三
団
組
合
大
会
で
採
択
さ
れ
た
「
政
治

方
針
喜
」

（
吉
宮
山
田

nvo
毘
n
v
g
E
g）
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

H 

固
定
給
者
組
合
は
、
独
立
の
政
党
政
策
的
集
団
形
成
（
宮
ユ
丘
町
o
－
笠
宮
町
四
の
吋
喜
志
向
吉
岡
）

と
し
て
出
現
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
政
党
政
策
的
に

は
中
立
の
立
場
を
と
る
組
織

（冊目ロ由

W
R
S
6己
主

mnvsasw
。円四白ロ日
g
t
oと
で
あ
る
。

同
当
組
合
な
ら
び
に
そ
の
文
部
は
、

す
べ
て
の
市
民
的
政
党
お
よ
び
そ
の
候
補
者
に
当
組
合
の
綱
領
を
提
示
し

こ
の
組
合
綱
領
に
た
い
す
る
そ
れ

ら
の
政
党
な
ら
び
に
候
補
者
の
明
瞭
な
る
態
度
決
定
を
・
つ
な
が
す
よ
う
に
努
め
る
。

日

当
組
合
な
ら
び
に
そ
の
地
方
組
織
は
、

綱
領
に
定
め
た
要
求
の
賞
微
に
で
き
る
か
ぎ
り
力
を
注
ぐ
た
め
、

組
合
綱
領
の
重
要
な
る
要
求
に
賛
成
す

る
候
補
者
の
み
を
支
持
す
る
よ
う
に
組
合
員
に
推
薦
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

側

組
合
員
に
た
い
し
て
は
、

組
合
員
が
自
己
の
政
党
政
策
的
確
信
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、

組
合
綱
領
を
基
礎
と
す
る
候
補
者
の
み
を
支
持
す
る
よ
う

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
一
）

（
小
林
）

九



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
一
）

（
小
林
）

。

に
要
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国

政
党
内
に
お
け
る
組
合
員
の
一
段
と
強
度
の
活
動
が
要
請
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

し
か
し
そ
の
活
動
は
、

そ
れ
に
よ
っ
て
組
合
綱
領
の
要
求
が
侵
害

さ
れ
な
い
乙
と
を
前
提
と
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

同
地
方
的
事
情
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
方
針
の
実
行
に
困
難
を
生
じ
、
そ
の
ほ
か
疑
問
の
あ
る
場
合
は
、
時
期
を
失
せ
ず
組
合
執
行
部
の
決
定
を
求
め

ね
ば
な
ら
な
い
。

フ
ァ
ル
ケ
ン
ベ
ル
ク
は
こ
の
国
項
、
す
な
わ
ち
「
組
合
綱
領
の
重
要
な
る
要
求
に
賛
成
す
る
候
補
者
の
み
を
支
持
す
る
」
と
い
う
問
題
を
め

ぐ
っ
て
、
既
成
政
止
の
あ
い
だ
に
さ
ま
ざ
ま
の
反
応
が
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
右
翼
の
諸
政
党
は
こ
の
組
合
の
政
策
が
「
左
派
自

由
主
義
的
」

（ロロ
F

門的ロ
σ0『
ω－

）

で
あ
る
と
不
平
を
い
っ
た
。
左
翼
の
諸
政
党
に
と
っ
て
は
、

こ
の
組
合
の
政
策
は
ど
う
も
明
白
で
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
た
。
政
治
的
中
立
を
守
る
と
い
う
意
図
は
本
気
で
あ
っ
て
も
、
既
成
政
党
の
本
質
的
性
格
の
た
め
に
、

せ
っ
か
く
の
意
図
も
単
な
る

戯
画
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

フ
ァ
ル
ケ
ン
ベ
ル
ク
に
よ
る
と
、
さ
ら
に
二
つ
の
要
因
が
加
わ
っ
て
こ
の
組
合
の
衰
弱
を
ひ
き

お
こ
し
た
。
す
な
わ
ち
個
人
加
盟
の
原
則
で
組
合
員
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
既
存
の
職
種
別
組
合
は
組
合
員
の
減
少
を
恐
れ
、

そ
の
た
め
一
部
の
組
合
は
ハ
ッ
キ
リ
拒
否
の
態
度
を
と
り
、
固
定
給
者
組
合
の
思
想
を
ひ
ろ
め
る
方
向
に
は
ま
っ
た
く
活
動
し
て
く
れ
な
か
っ

た
。
既
存
の
組
織
全
体
が
こ
の
よ
う
に
消
極
的
抵
抗
の
態
度
を
と
っ
た
た
め
に
、
固
定
給
者
組
合
の
運
動
は
、
心
の
底
か
ら
共
鳴
し
た
組
合
員

が
こ
の
新
し
い
思
想
を
宣
伝
し
た
と
こ
ろ
に
し
か
賛
同
者
を
つ
く
り
え
な
か
っ
た
。
支
部
は
、

ベ
ル
リ
ン
市
内
を
除
け
ば
、
ザ
ク
セ
ン
、

デ
ン
、

メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
、
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
な
ど
に
設
立
さ
れ
た
。
乙
う
し
た
動
き
は
、
た
し
か
に
公
務
員
運
動
に
近
代
的
意
味
の
影
響
を

或
る
程
度
は
お
よ
ぼ
し
た
が
、

そ
れ
は
公
務
員
層
全
体
を
新
し
い
経
済
政
策
的
公
務
員
運
動
の
担
い
手
に
す
る
ほ
ど
強
力
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
ま
た
統
一
性
の
あ
る
目
的
を
追
求
す
る
に
あ
た
っ
て
と
く
に
障
害
と
な
っ
た
の
は
、
民
間
職
員
と
公
務
員
と
を
統
一
的
組
織
戦
線
に
連
結



し
た
と
と
で
あ
る
。

こ
の
組
合
の
創
立
者
た
ち
は
、
経
済
的
運
動
の
め
に
は
、
経
済
的
に
お
そ
ら
く
同
じ
方
向
を
も
っ
と
思
わ
れ
る
社
会
同
胞
を

連
結
で
き
る
と
い
う
考
え
に
あ
ま
り
と
ら
わ
れ
す
ぎ
て
い
た
。
し
か
し
、

乙
の
二
つ
の
社
会
層
は
、
ほ
か
の
点
で
は
別
々
の
世
界
に
暮
ら
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
民
間
職
員
は
公
務
員
の
生
活
を
知
ら
ず
、
ま
た
公
務
員
は
民
間
職
員
の
要
求
の
本
源
的
な
連
聞
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
い
。

こ
の
二
つ
の
社
会
層
に
共
通
な
特
色
と
い
え
ば
、
ど
ち
ら
も
消
費
者
だ
と
い
う
乙
と
だ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
彼
ら
は
同
じ
基
礎
の
上
に
立
っ
て

消
費
者
政
策
を
お
こ
な
う
ζ

と
は
で
き
る
。
し
か
し
、

こ
の
基
礎
の
上
に
、
原
理
的
に
ち
が
っ
た
特
性
を
も
っ
職
業
政
策
を
載
せ
る
乙
と
は
ま

だ
不
可
能
で
あ
る
。
乙
の
組
合
に
組
織
さ
れ
た
民
間
職
員
は
、
事
実
上
ま
だ
非
常
に
す
く
な
か
っ
た
の
で
、

べ
て
公
務
員
の
発
議
に
も
と
づ
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
t
l
lと
フ
ァ
ル
ケ
ン
ベ
ル
ク
は
書
い
て
い
る
。

こ
の
組
合
の
運
動
ほ
ほ
と
ん
ど
す

以
上
、
ミ
ュ
ッ
フ
ェ
ル
マ
ン
と
フ
ァ
ル
ケ
ン
ベ
ル
ク
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、

一
八
九
七
年
に
結
成
さ
れ
た
「
ド
イ
ツ
公
務
員
組
合
」
、

一
九

O
九
年
創
立
の
「
ド
イ
ツ
公
務
員
選
挙
連
盟
」
、
同
じ
く
一
九
O
九
年
の
「
回
定
給
者
組
合
」
の
三
つ
の
組
織
に
つ
い
て
そ
の
生
ま
れ
て
き

た
背
景
、

そ
の
志
向
な
ど
を
見
た
の
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
そ
の
組
合
員
数
、
組
合
費
、
会
計
な
ど
の
く
わ
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
第
一

次
大
戦
前
の
ド
イ
ツ
公
務
員
の
組
織
で
組
合
員
数
の
わ
か
る
の
は
、
私
の
見
た
か
ぎ
り
で
は
、

エ
ミ

1
ル
・
レ

i
デ
ラ
！
の
「
社
会
運
動
年
報

'--

〈
一
九
一
三
年
）
に
記
さ
れ
た
「
ド
イ
ツ
公
務
員
組
合
連
合
会
」

（
〈
何
円
ぴ
白
ロ
色
島
市

wE田
n
H
H
O同
切

g
B
Zロ
ヨ
山
円
。
百
四
）

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

乙
の
連
合
会
は
一
九
一
一
年
末
に
加
盟
組
合
二
七
六
、
組
合
員
二
四
九
、
六
五

O
名
で
あ
り
、

一
九
一
二
年
末
に
は
加
盟
組
合
ニ
八
九
、
組
合

員
二
六
四
、
四
一
三
名
、

一
九
一
二
年
度
末
に
は
加
盟
組
合
三
一
四
、
組
合
員
二
六
七
、

五
四
九
名
と
い
う
よ
う
に
、
増
加
の
一
路
を
た
ど
っ

て
い
る
。
レ

1
デ
ラ
ー
に
よ
る
と
1
i
乙
の
組
合
員
の
増
加
と
同
じ
よ
う
に
、

ζ

の
連
合
会
の
諸
制
度
も
発
展
し
て
い
た
。
連
合
会
は
依
然
と

し
て
と
れ
ら
の
制
度
に
重
点
を
お
い
て
お
り
、
貯
金
お
よ
び
貸
付
制
度
、
救
援
制
度
（
河
口
町
曲
者

2
2）
扶
助
制
度
（
巴
己
貸

aeNロロ
mzvo－－

g
E）
な
ど
が
最
も
大
き
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
。
連
合
会
の
機
関
誌
「
ド
イ
ツ
公
務
員
評
論
」

3
2
2
n
v
o
切

g
g
Sロ
E
E
2
Eロ
）
の

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
一
〉

（小林）



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
一
）

〈
小
林
）

論
説
は
か
な
ら
ず
し
も
そ
の
ま
ま
連
合
会
指
導
部
の
意
見
と
み
る
乙
と
は
で
き
な
い
が
、

そ
の
な
か
の
或
る
論
説
で
は
、
上
級
公
務
員
は
下
級

お
よ
び
中
級
公
務
員
と
も
っ
と
接
触
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
ま
た
公
務
員
は
自
分
を
上
司
の
従
属
者
と
し
て
で
は
な
く
、
全
体
（

a
g
k－mol

g
a
E
5ぽ）

へ
の
奉
仕
者
と
み
な
す
べ
き
で
あ
り
、
下
級
公
務
員
の
権
限
は
、
各
個
人
の
人
格
の
発
展
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、

で
き
る
だ
け

拡
張
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
見
解
は
従
来
ド
イ
ツ
で
は
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
組
合
だ
け
が
出
し
て
い
た
も
の
で
、

そ

れ
が
こ
こ
に
表
明
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
他
方
で
は
、
国
家
公
民
と
し
て
の
権
利
を
公
務
員
が
行
使
す
る
ζ

と
に
つ
い
て
、
非
常

に
狭
い
制
限
が
く
り
か
え
し
力
を
こ
め
て
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
ド
イ
ツ
国
結
社
法
に
よ
る
諸
権
利
や
政
治
的
諸
権
利
の
行
使
に
つ
い

て
、
そ
う
で
あ
る
。

一
九
一
二
年
四
月
一
六
日
の
「
ド
イ
ツ
公
務
員
評
論
」
で
は
、
自
由
は
国
家
の
公
的
利
害
の
な
か
に
、
ま
た
他
人
の
同
じ

権
利
の
な
か
に
「
当
然
の
限
界
」

（ロ曲昨日江戸
nvo
の叫巾ロ
NO）
を
も
っ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
国
結
社
法
は
上
司
の
権
限
お
よ
び
国
家
の
権
限
を
制

限
し
た
も
の
で
は
な
い
、
公
務
員
は
自
発
的
に
会
務
に
入
っ
た
乙
と
に
よ
っ
て
、
法
律
的
制
限
に
服
し
、
行
政
の
伝
統
の
な
か
で
支
配
的
な
る

制
限
に
服
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
論
じ
て
い
た
。
だ
か
ら
ド
イ
ツ
国
結
社
法
は
公
務
員
に
と
っ
て
は
け
っ
し
て
そ
の
権
利
の
範
囲
を
拡
張
し
た

も
の
で
は
な
く
、
総
じ
て
何
か
他
の
一
般
的
法
律
に
よ
っ
て
こ
う
し
た
権
利
の
拡
張
を
は
か
る
ζ

と
は
不
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で

は
「
政
府
が
、
或
る
政
党
候
補
者
の
選
挙
は
公
務
員
の
地
位
と
両
立
し
え
な
い
、
と
宣
言
す
る
」
こ
と
は
、

「
疑
い
の
余
地
な
く
許
さ
れ
る
乙

と
だ
」
と
言
明
さ
れ
て
る
。
な
ぜ
な
ら
、
国
家
の
公
務
を
辞
職
せ
ず
に
お
こ
な
わ
れ
る
ス
ト
は
、
雇
一
用
契
約
（

2
8帥件
4
0
同昨日向）

違
反
を
意

味
す
る
か
ら
だ
。
し
か
し
連
合
会
の
機
関
紙
「
ド
イ
ツ
公
務
員
新
聞
」

（ロ
2gbHHO
∞
2
5
Zロ
NO山神戸
E
m〉
が
、
公
務
員
に
つ
い
て
の
規
定
を

改
め
る
必
要
が
あ
る
と
説
い
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

す
な
わ
ち

「
ド
イ
ツ
国
家
公
務
員
は
す
べ
て
、

そ
の
公
職
の
内
外
に
お

け
る
態
度
に
よ
っ
て
、
彼
の
職
業
が
要
求
す
る
尊
敬
に
ふ
さ
わ
し
い
行
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」

（
』
色
町

H
M同
色

nF凹
σ
g
g
z
z忠
弘

nHH

円四日
n
U
3
5
〈

O同町田｝
Z
ロ

E
Zロ
仏
印
g
曲。同色。
B
k
r
H
E
合
同
〉
n
v
Eロ
m
d『山町一色
F
m
Nロ
NOFmmpd号。－
n
F
o
g
Z
∞
叩
門
戸
民
向
同
O己
伶
同
件
）

と



い
う
従
来
の
規
定
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
ド
イ
ツ
国
家
公
務
員
は
す
べ
て
、

そ
の
公
職
の
内
に
お
け
る
態
度
に
よ
っ
て
、

彼
の
職
業
が
要
求
す
る
尊
敬
に
ふ
さ
わ
し
い
行
動
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
会
臓
の
外
に
お
い
て
は
、

一
般
の
解
釈
に
よ
っ
て
礼
儀
に
反
し
良
俗
に
そ
む
く
一
切
の
乙
と
を
避
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
現
存
国
家
の
炉
転
を
め

そ
の
他
の
場
合
は
、
国
家
の
公
民
と
し
て
の
一
切
の
権
利
を
自
由
に
行
使
す
る
ζ

と
が
保
障
さ
れ
る
。
（
H
B

ざ
す
運
動
は
乙
れ
を
支
持
し
て
は
な
ら
な
い
。

pv巳
伺

E
主
同
品
目
F
B
《
出
品
問
叫
色
。
〉

5
5呂
田
岡
山
口
叩
H
回

g
忠
曲
芸
同
町

O
E
n
v
g
m
o
n
v
g
岡
由

4
5
V同
目
立
己
主
・
）
」
（
芳
点
は
小
林
）

な
お
、
以
上
の
組
織
の
ほ
か
に

「
ド
イ
ツ
同
下
級
公
務
員
組
合
」

（〈

O同
σ白
ロ
門
回
全
噌
吋
己
ロ

H
O
H
V
S
B
Z口
内

田

AMmwuoE田口
印
刷
－

Oロ
何
色

nHHOmw）
が

あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
一
九
一
三
年

κ加
盟
組
合
一
六
、
組
合
員
一
、
二
二
六
名
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
機
関
紙
「
ド
イ
ツ
下
級
公

務
員
新
聞
」

（U
2
2
n
V
O
C
E
R
v
g
g
gロN
叩

Z
E
m）
を
発
行
し
て
い
る
。

一
九
一
三
年
六
月
十
二
日
の
ベ
ル
リ
ン
大
会
に
は
ニ
干
名
の

下
級
公
務
員
が
参
加
し
、
俸
給
を
三
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
（
一
、

四
O
O－
－
一
、

八
0
0
マ
ル
ク
の
グ
ル
ー
プ
、

。。

五
C
0
マ
ル
ク
の
グ
ル
ー
プ
）
、
各
グ
ル
ー
プ
と
も
毎
年
五

0
マ
ル
ク
ず
つ
昇
給
し
、

一
四
年
で
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
最
高
額
に
達
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
た
。

一
0
0
マ
ル
ク
の
、
グ
ル
ー
プ
、

て
八
C
O
i
l二、

つ
ぎ
に
第
一
次
大
戦
前
に
お
け
る
民
間
の
職
員
の
状
態
を
見
ょ
う
。
当
時
の
ド
イ
ツ
の
有
業
人
口
と
民
間
職
員
数
と
の
対
比
は
、
左
記
の
よ

う
に
な
っ
て
い
あ
。

一
八
九
五
年

一九
O
七
年

有
業
人
口

一
八
、
七
二

O
、
七
七
八

二
三
、
九
九
四
、
二
五
三

民
間
職
員

八
二
八
、
五
O
九

一
、
六
二
O
、
一
三

O

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
〈
一
）

（
小
林
）



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
一
）

（小林）

四

民
間
職
員
の
占
め
る
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ

問
、
四
二
Mm

六
、
七
六
Mm

都
市
人
口
だ
け
に
つ
い
て
見
る
と
1
1

一
八
九
五
年

一九
O
七
年

有
業
人
口

一
O
、
二
四
O
、

四

一四、

O
八
四
、
三
O

民
間
職
員

七
三
一
寸
二
四
五

一
、
五
二
一
、
三
一

C

民
間
職
員
の
・
占
め
る
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ

七、

0 
Aノ
ヌコ

一O
、
八
OMm

こ
の
民
間
職
員
を
当
時
の
ド
イ
ツ
統
計
の
分
類
法
で
「
主
要
グ
ル
ー
プ
B
」
（
出
血
店
主
同

E
B四
回
）
と
「
主
要
グ
ル
ー
プ
C
」
と
に
分
け
た
数
を
見
る
と
l
i

一
八
九
五
年

一九
O
七
年

主
要
グ
ル
ー
プ
B
〈
工
業
・
鉱
業
・
建
築
業
）

二
六
三
、
七
四
五

四
六
八
、
四
九
一

六
八
六
、

0
0七

主
要
グ
ル
ー
プ
C
（
商
業
・
交
通
）

八
三
五
、
三
O

こ
れ
ら
の
民
間
職
員
の
経
済
的
状
態
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

「
国
家
諸
科
学
辞
典
」

（
一
九
二
五
年
）

K
ハ
イ
ン
ツ
・
ポ
ッ
ト
ホ
フ
の
寄
稿

し
た
「
民
間
職
員
」

（
司
弘
司
mw－
S
ロ
向
。
印
仲

o
z
g）

の
項
に
よ
る
と
、
職
員
た
ち
の
所
得
が
第
一
次
大
戦
前
に
・
お
い
て
「
ま
っ
た
く
恵
ま
れ
な
い
」

（ロ
w
n
U
H
ロ
ロ
ぬ
位
ロ
明
氏
側
）

状
態
で
あ
っ
た
と
と
は
い
ろ
い
ろ
の
調
査
の
一
致
す
る
と
ζ

ろ
で
あ
る
、
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、

一
九

O
七
年
に
諸

組
織
に
よ
っ
て
回
収
さ
れ
た
一
五
万
枚
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
整
理
し
て
つ
く
ら
れ
た
年
金
問
題
に
つ
い
て
の
官
庁
の
報
告
書
で
は
、
最
も
給
与
の

低
い
諸
グ
ル
ー
プ
（
婦
人
・
販
売
員
・
農
業
職
員
）
が
ほ
と
ん
ど
全
く
代
表
さ
れ
て
い
な
い
し
、
ま
た
、

ほ
か
の
諸
グ
ル
ー
プ
で
も
最
低
の
階

層
は
ほ
と
ん
ど
諸
組
織
の
手
が
と
ど
い
て
い
な
い
か
ら
、
実
際
の
所
得
よ
り
も
高
い
数
字
を
出
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ζ

の
報

告
書
に
お
い
て
も
平
均
所
得
は
年
二
、

O
四
0
マ
ル
ク
に
す
ぎ
ず
、
全
体
の
六

O
パ
ー
セ
ン
ト
は
年
収
二
、

一
0
0
マ
ル
ク
以
下
で
あ
る
。



九
一
三
年
の
職
員
保
険
の
結
果
に
よ
る
と
、
男
性
の
被
保
険
者
の
平
均
収
入
は
辛
う
じ
て
年
一
、
九

0
0
マ
ル
ク
、
女
性
の
そ
れ
は
辛
う
じ
て

年

て

0
0
0
マ
ル
ク
に
達
す
る
。
一
九

O
八
年
の
「
ド
イ
ツ
国
民
商
店
員
組
合
」
（

Ugghvg仲

FOE－2
出

ω
E－
E
m慣習
EHhggHvse

の
調
査
に
よ
る
と
、
一
ニ
二
、
七

O
O名
の
商
店
員
は
平
均
所
得
一
、
七
一
一
マ
ル
ク
で
、

そ
の
内
訳
は
一
、

二
0
0
マ
ル
ク
以
下
が
二
八
パ

l

セ
ン
ト
、

一
、
ニ

0
0
マ
ル
ク
か
ち
二
、

0
0
0
マ
ル
ク
ま
で
が
四
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
二
、

0
0
0
マ
ル
ク
か
ら
三
、

0
0
0
マ
ル
ク
ま
で
が

二
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
三
、

0
0
0
マ
ル
ク
を
超
え
る
も
の
は
四
パ
ー
セ
ン
ト
強
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

一
九
一

O
年
に
お
と
な
わ
れ
た
「
ド
イ
ツ

技
術
者
組
合
」

（ロ

2
2
n
v
z
吋

2
官房一
OH’〈叩同

Z
E）
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
技
術
者
の
ほ
と
ん
左
半
数
は
、
月
一
二

0
マ
ル
ク
以
下
の
給
料

で
あ
る
。
大
ベ
ル
リ
ン
（
の

B
Z白
2
Z
H）
に
お
け
る
機
械
製
造
お
よ
び
電
気
工
笑
の
技
術
職
員
の
状
態
に
か
ん
す
る
一
九

O
七
年
の
調
査
は
、

三
、
三
O
O名
の
技
術
者
の
う
ち
、

一
、
二

0
0
マ
ル
ク
以
下
が
四
パ
ー
セ
ン
ト
、

一二一
O
O－
－
二
、

一
0
0
マ
ル
ク
が
四
八
パ

l
セ
ン

ト

一、
一
O
O－－』一二、

0
0
0
マ
ル
ク
が
二
四
バ

1
セ
ン
ト
、
一
二
、

0
0
0
マ
ル
ク
を
超
え
る
も
の
は
一
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
か
っ

た
。
事
務
員
〈
∞
位

H
Bロ
m
Z
E－－件。）

の
状
態
が
最
も
悪
く
、

い
く
つ
か
の
組
合
の
調
査
に
よ
る
と
、
青
年
（
官

m
g色
呂
町
）

職
員
の
六

O
パ
1

セ
ン
ト
は
年
六

0
0
マ
ル
ク
以
下
で
、

二
一
才
を
超
え
る
職
員
の
う
ち
四

O
パ
ー
セ
ン
ト
は
年
八
四

0
マ
ル
ク
以
下
で
あ
り
、
比
較
的
に
若
い

事
務
長
（
∞
A
W－2
2田
Z
Z同）
の
う
ち
約
七

O
パ
ー
セ
ン
ト
は
せ
い
ぜ
い
年
一
、
一
一

0
0
マ
ル
ク
で
あ
っ
た
。
婦
人
職
員
の
給
料
は
周
知
の
よ
う

に
男
性
よ
り
は
る
か
に
低
か
っ
た
。

一
九

O
七
年
の
官
庁
報
告
は
あ
ま
り
信
頼
で
き
な
い
も
の
だ
が
、
婦
人
の
平
均
収
入
を
男
性
の
収
入
の
五

五
パ
ー
セ
ン
ト
と
ふ
ん
で
い
る
。
も
し
、

こ
う
し
た
収
入
額
を
専
門
労
働
者
（
g
n
E
H
V
O
F
S
H〉

の
賃
金
と
比
べ
て
、
教
養
・
被
服
・
住
居
・

子
弟
教
育
の
た
め
に
職
員
は
、
確
立
し
た
慣
習
上
、
労
働
者
よ
り
も
い
か
に
は
る
か
に
高
い
支
出
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
か
を
考
慮
す
れ
ば
、
土

層
職
員
を
除
い
て
（
上
層
部
は
非
常
に
優
遇
さ
れ
て
い
る
）
、
職
員
の
状
態
は
全
く
不
充
分
な
も
の
で
あ
っ
た
！
ー
と
い
う
の
で
あ
る
の

そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
民
間
職
員
の
組
織
は
ど
う
な
っ
て
い
た
か
。

一
九
一
二
年
刊
の
「
ド
イ
ツ
国
統
計
年
報
」
に
よ
る
と
、

九

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
〈
一
）

（小林）

五



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
一
）

（小林）

一六

そ
の
う
ち
職
員
は
七
三
四
、
八
七
九
名
と
記

（お〉

さ
れ
て
い
る
か
ら
、
残
り
の
八
七
、
七
二
五
名
（
す
な
わ
ち
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
強
）
は
経
営
者
で
あ
る
。
職
員
の
う
ち
婦
人
は
六
六
、
三
七
七

の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
民
間
職
員
組
合
の
組
合
員
総
数
は
八
二
二
、
六

O
四
名
で
あ
る
。
し
か
し
、

名
で
、
九
パ
ー
セ
ン
ト
強
に
あ
た
る
。
乙
れ
を
商
業
職
員
組
合

（
同
富
岡
田
町
山
口
己
加
nH凶
作
〈
O
同

V
m宮
内
同
叩
）
、
技
術
職
員
組
合

（同，

on同
岡
田
野

R
l〈
四
円

σ
h
H

ロ
ao）、

そ
の
他
の
職
員
組
合

事
務
員
組
合
（
〈

2
g
E叩門
HR
∞ロ
B
E
e
s
B
Zロ
）
、
農
業
職
員
組
合

の
五
部
門
に
分
類
し
て
い
る
。

（〈
R
E
E
O
E
E呈同
g
n
E吉伸
n宮
同
∞
g
g窓口）

（〈
OHmoEoao回
ぬ
ぐ
帽
同

σm宮内田
O〉

以
下
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
の
組
合
名
、
本
部
所
在
地
、
組
合
員
数
、

そ
の
う
ち
の
職
員
数
、
組
合
文
部
（
N
d『叩仲間
g
B仲
間
）
の
数
を
見
ょ
う
。

な
お
〈
AWHEロ
島
は
原
則
と
し
て
「
組
合
」
と
訳
し
、
場
合
に
よ
っ
て
「
連
合
会
」
と
訳
し
て
お
く
。

（
ド
イ
ツ
語
の
〈

2
－Z
ロ
向
田
ぱ
雇
主
の

組
織
に
も
被
用
者
の
組
織
に
も
使
わ
れ
る
。

「
労
働
組
合
」
を
意
味
す
る
場
合
、
当
時
は
の
04『O
円
宮
口
町
阻
止
あ
る
い
は
の
g
君
持
活
B
Z
の

zj品
」
μ’
r
」、

l
1
l
 
〈
2
0
Z相
当
2
w
S
S
E－〈由
B
Z
F
m
Eロ
m
L
Wロ
ロ
内
ゲ
〈
R
EロR
H

な
ど
が
用
い
ら
れ
た
。
〉

（→ 

商
業
職
員
組
合

「
ド
イ
ツ
商
業
職
員
組
合
連
合
会
」

ti 
~ ..... 
(/l 
n 
P‘ 
伺
ド唱

〈
C'D 
吋

i 
出
血a

p;-
ω 
ロ
炉喝、

13 

~'. 
包ロa

C'D 
叫

〈
叩
同
C'D s・ 
C'D 

（
本
部
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ

ン
）
、
組
合
員
七

O
、
七
七
三
名
、

そ
の
う
ち
職
員
四
八
、

O
一
二
六
名
（
う
ち
二
、

五
O
六
名
は
徒
弟
）
。
組
合
支
部
八
七
。
た
だ
し
、
上
記
の

数
字
の
な
か
に
は
、

乙
の
連
合
会
に
加
盟
し
て
い
る
組
合
四
四
、

そ
の
畑
組
合
員
五
五
、

四
三
七
名
（
う
ち
職
員
四
一
、
四
六
五
名
。
そ
の
う
ち

婦
人
二
一
五
名
）
、
支
部
五
一
が
含
ま
れ
て
い
る

o
l
l
「
一
八
五
八
年
の
商
業
従
業
員
組
合
」

〈
O
B
E
宗
門
出
血
ロ
円
四
日
ロ
ロ
m胡

w
o
g
B
U
4
0ロ

呂
町
∞
（
本
部
ハ
ン
ブ
ル
ク
）
、

一一

O
、
一
ニ
六
七
名
。

（
こ
の
組
合
は
一
年
分
以
上
の
組
合
費
を
滞
納
し
て
い
る
も
の
を
年
末
に
全
部
除
名
す

る
。
し
た
が
っ
て
次
の
年
の
一
月
一
日
に
入
会
し
た
も
の
は
乙
の
数
に
含
ま
れ
て
い
な
い
。
）
う
ち
職
員
九
七
、

五
八

O
名
、
支
部
六
二
八
。

1

1
「
ド
イ
ツ
商
店
員
組
合
」
〈
R
E
E

門
戸

2
2島
町
同
国
自
色

gm師
同
州
岳
民

g
（
本
部
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
）
、
九
三
、

八
四
三
名
、
う
ち
職
員
八



七
、
九
一
九
名
、
支
部
七
七
一
ニ
。

ン
ブ
ル
ク
、
創
立
一
八
九
三
年
）
、
組
合
員
三
二
、

O
三
二
名
、
う
ち
職
員
一
一
四
、

ー
l
「
ド
イ
ツ
国
民
商
店
員
組
合
」
り

2
2
n
z
g円
安
｝
ロ
曲
目
白
出
自
色
5mmmmv口町
g
E」F
同E
E

一
一
七
名
、
支
部
て
三
七
三
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
商

（
本
部
ハ

人
組
合
」
〈
O
B
E
《
同
日
仏
2
2
n
v
o間
関
8
2
2
8
（
本
部
ベ
ル
リ
ン
）
、

一
八
、
六
六
七
名
、
う
ち
職
員
一
八
、
ニ

O
二
名
（
う
ち
婦
人
二
、

五
一
七
名
）
、
支
部
二

O
五
。
ー

l
「
ド
イ
ツ
男
女
商
店
員
中
央
組
合
」

N
g可
弘

4
2
Zロ
仏
弘
常
国
自
己
E
官
官
E
R
g
g門戸－
mov日
吉
ロ
g

同）
O
ロH
M
W
R
u
v
－白ロ仏師

（
本
部
ハ
ン
ブ
ル
ク
）
、

一五、

五
O
二
名
（
経
営
者
を
含
ま
ず
、

全
部
が
職
員
）
、
う
ち
婦
人
九
、
五
二

O
名
、
支
部

四
九

o
l－
－
「
ド
イ
ツ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
商
業
職
員
組
合
連
合
会
」
〈
R
Eロ門戸

E
F
o－u
n
v
R
E民
Bm宮
口
広
島
2
〈
司
氏
巳
m
E
m
oロ
ロ

2
2
n
F
1

－mwロ仏師

（
本
部
エ
ッ
セ
ン
）
、
一
ニ

O
、
九
四
六
名
、
う
ち
職
員
一
九
、

五
O
五
名
、
支
部
二
八
四
。

1
l
l

「
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
商
業
職
員
組

合
連
合
会
」
〈
2
Eロ
品
仏
R

Eロ
宮
前
回
E
U
n
r
g
〈
0
3仲
間
。
羽
目
HH30自
vo晶∞

（
本
部
ハ
イ
ル
ブ
ロ
ン
）
、
六
、
一
二
五

O
名
、
う
ち
職
員
三
、

三
O
O名
、
支
部
ニ
二

ot－
－
「
商
店
員
組
合
」
国
自
色
g
m謁
島
口
同
8
1〈
O
B
E
（
本
部
ブ
レ
ス
ラ
ウ
、

一
七
七
四
年
創
立
）
、
四
、
七

O

八
名
、
う
ち
職
員
四
、
二

O
O名
、
支
部
九
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
出
張
商
人
組
合
」

〈
2
－げ白ロ
a
H
a的。ロ
amw同開釦口問－
mロ
件
。
ロ

m
E印円富田国内同明

（本

一
回
、
五
四
二
名
、
う
ち
職
員
約
七
、
三

O
O名
、
支
部
一

O
三
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
銀
行
職
員
組
員
」
ロ

2
2
n
v
R

E
ロ
5
2
B
Sロ
l〈
2
0
Z
（
本
部
ベ
ル
リ
ン
）
、
一
一
八
、
三
八
一
名
（
経
営
者
を
含
ま
ず
、
全
部
職
員
）
、
支
部
一
一
九

部
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
）
、

（
地
方
管
区
。
三
回
｜

関
門
毛
宮
二
九
を
含
む
）
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
倉
庫
業
男
女
従
業
員
組
合
」
〈
R
A
Z
E
a
R
C
m町
長
白
ロ
2

5円四

C
m
2
z－Z
H
Uロ
何
回
ロ

2
2
n
v
l

－

sr（
本
部
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
）
、
二
、
七
四
四
名
（
経
営
者
を
含
ま
ず
、
全
部
職
員
）
、
う
ち
師
人
一
七
一
名
、
支
部
五
一
。
｜
｜

「
全
ド

イ
ツ
書
籍
商
店
員
組
合
」

E
－m
o
B
O
Z
R
骨
ロ
広
島
民
∞
znEgロ《出
5
m
m
m岳
民
g
l〈
O号
白
出
向
同
（
木
部
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
）
、
二
、

一
四
七
名
、

う
ち
職
員
て

八
六
七
名
、
支
部
一
七
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
語
籍
商
店
員
全
国
組
合
」

E
－mwg冊目ロ
2
〈
叩
お
宮
内
庁
ロ
仲
良
町
四
円
切

5
5
S門出口回想
l

mov口問。ロ

（
本
部
ベ
ル
リ
ン
）
、
二
、
九
O
三
名
、
う
ち
職
員
約
二
、

八
O
三
名
、
う
ち
婦
人
三
二
名
、
支
部
八
五

o
l－
－
「
ド
イ
ツ
薬
種
・

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
一
）

（小林）

一七



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
一
〉

（小林）

/¥ 

染
料
青
年
従
業
員
組
合
」
〈
叩
号
自
色
〕
己
認
2
ロ
B
紅白
g
n
ロ
2
2
n
v
s
E凹
（
本
部
ベ
ル
リ
ン
）
、

一
、
九
四
五
名
（
全
部
職
ロ
只
）
、
支
部
四

三
。
｜
｜
「
婦
人
商
業
職
員
組
合
」

州
内
曲
三
百

mwHHERHMq
〈

OHV2丘
町
出
同

4
3
5ロ
nvokrロ
m
O
2
0
5
0
（
本
部
ベ
ル
リ
ン
）
、

T

二一、

一
七
七

名
（
全
部
職
員
）
、
う
ち
男
性
職
員
一
名
、
支
部
八

O
o
－

－

「
婦
人
商
業
職
員
連
合
組
合
」
〈
四
円
冨
ロ

rg同
信
内
宮
町
ロ
ロ
広
島
。
〈

R
a
s

町民同
4
『

OFF－wvokrロぬ
2
gロ
件
。
（
本
部
フ
ラ
ン
ク
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
）
、

一
八
、
四
一
五
名
、
う
ち
職
員
一
五
、
六
七
九
名
〈
全
部
女
性
）

支
部
四
八
（
地
方
管
区
五
を
含
む
）
。
た
だ
し
、

乙
の
数
字
の
な
か
に
は
乙
の
連
合
組
合
に
加
盟
し
て
い
る
組
合
四
六
、
そ
の
組
合
員
一
五
、

八
七
一
名
（
う
ち
職
員
一
三
、

五
三
四
名
、
そ
の
う
ち
婦
人
二
ニ
、
三
六
二
名
）
、
支
部
五
が
含
ま
れ
て
い
る
。

以
上
、
商
業
職
員
組
合
の
小
計
は
、
組
合
員
五
七
一
、
四
九
一
名
、
う
ち
職
員
四
九
八
、
七
四
八
名
（
う
ち
婦
人
六
O
、
三
一

O
名
）
。

同

技
術
職
員
組
合

「
ド
イ
ツ
職
長
組
合
」
ロ
叩
E
R
Z円
割
問
決
g
a
a
2
l〈開門
E
E
（
本
部
デ
ユ
ツ
セ
ル
ド
ル
フ
）
、

笠
四
、

O
六
五
名
（
経
常
者
を
含
ま
ず
、

全
部
職
員
）
、
支
部
九
二
二
。
ー

l
「
技
術
工
業
職
員
組
合
」
回

E
仏
仏
2
s
n
v己
2
F
l宮
内
吉
丸
岡
山
色
－
g

∞g
g
gロ
（
本
部
ベ
ル
リ
ン
）
、
一
一

。
、
四
五
二
名
（
全
部
職
員
）
、
う
ち
婦
人
七
名
、
支
部
二
二
三
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
技
師
組
合
」

。叩ロ
gnvo同
吋
叩
nF口同庁叩同
l〈
mHiぴ白ロ仏

本

部
ベ
ル
リ
ン
）
、
三

O
、
。
四
九
名
（
う
ち
正
組
合
員
。
E
g
g
n
E
冨
位
向
ロ
o
a
R二
八
、
三
五
七
名
、
特
別
組
合
員

2
2
R
R
a
g
s
n
z

ロ向日仲間州－仲町内田町円

一
、
六
九
二
名
）
、
う
ち
職
員
二
七
、
六
四
五
名
、
支
部
四

O
三。

ill
「
技
術
者
共
済
組
合
」
同
，
o
n
z
u
n
F
2
開
店
2
0
H
a
n

（
本
部
ベ
ル
リ
ン
）
、
四
二
七
名
（
全
部
職
員
）
。

1
1
「
ド
ル
ト
ム
ン
ト
鉱
山
監
管
局
区
鉱
山
技
術
職
員
組
合
連
合
会
」

〈
O
H
M
V曲
目
円
四
円
四
四
一
『

〈
R
O片口叩

g
n｝

52nVAWHCEσ
叩ロ
σ巾白
HEOMM
仲間同。－
uO同VOHm曲目
gvoN町
w
o
u。ユ自口出向日

（
本
部
ボ
l
フ
ム
）
、
五
、
五
八
二
名
、
う
ち
職

員
五
、
四
三

O
名
、
支
部
一
七
。

1
1
「
ド
イ
ツ
坑
夫
長
組
合
」
ロ

2
2
n
V
2
空
白
紅
白
l〈
2
Z
E
〈
木
部
エ
ッ
セ
ン
）
、
九
七
八
名
（
全
部

職
員
）
。
｜
｜
「
採
石
・
採
砂
・
粘
土
工
業
職
員
組
合
」

J
F
B庄内同市
WH
司
弘
司
州
民

v
g
g
Zロ
E
H
念。

ω丹市山口
σEnV1
・
ω白ロ仏
1
1

ロ
ロ
仏
吋
Oロー



H
E
E
E
O
（
本
部
ヴ
ィ
ル
ゼ
ン
ロ

1
ト
当
官
g
室
町
）
、
五
回
名
（
全
部
職
員
）
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
煉
瓦
職
長
中
央
組
合
」

Nmロ4
h
H
T
曲
目

4
0円

げ
白
ロ
円
四
含
EmOHMmHNF叩
何
冊
目
虫
色
浮
叩
同

（
本
部
一
フ
l
ゲ
E
m－
－
「
）
、
六

O
四
名
（
全
部
職
ロ
貝
）
、
支
部
一
四
。
！

i
「
ド
イ
ツ
製
本
関
連
業

職
一
長
組
合
」
巧
叩
同
wgoF2mHlJ刊号
E

E
間門町内凶器円四
2
2
n
F何
回

5
5宮内同
2mO42刊号。
g
仏
2
ヨ
宮
内
回
S
F
E
F
（
本
部
ベ
ル
リ
ン
）
、
二
一
一

O
名
（
全
部
職
員
）
、
支
部
四
。

l
i
「
ド
イ
ツ
醸
造
・
麦
芽
製
造
技
師
長
組
合
」

ロ
2
2
n
F
2
F
E
ロ
包
冨
曲
目
N
H
H
E
a
a
v
g
a
（
本
部

ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
）
、

て
七
一
七
名
、
う
ち
職
員
て
三
五
一
名
。
ー
ー

「
ド
イ
ツ
裁
断
師
組
合
」

HVmロ
gnFO円
NE帥
nHHロ町山内同巾同〈開門
HMSH門戸

（
本
部
ベ
ル
リ
ン
）
、

二
、
八
一
七
名
、
う
ち
職
員
二
、
六
七
七
名
、
支
部
九
四
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
職
人
顕
組
合
」

ロ自信仲田
OFO門
司
o－F巾
HVロロ向日

（
本
部
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
）
、
六
、

O
四
一
二
名
、
う
ち
職
員
二
、
七
五

O
名
、
支
部
二
ハ
六
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
印
刷
職
長
組
合
」

ロ角凶
z
g
n
F
2
3
w
S
H
g
l回
gmH
（
本
部
ベ
ル
リ
ン
）
、
二
、

O
四
九
名
（
全
部
職
口
只
）
、
支
部
六
二
〈
た
だ
し
、
前
年
の
支
部
数
〉
。

l
l

「
ド
イ
ツ
工
芸
美
術
家
組
合
」
〈
R
gロ
仏
含
E
R
U日
開
一
ロ
ロ
amod司自門
Z
N
O
F各
国
O一円

（
本
部
ベ
ル
リ
ン
）
、
二
、
一
二
三
名
、
う
ち
職
員
二
、

二
二
二
名
（
う
ち
婦
人
二
ハ
名
）
、
支
部
三
六
。

－

1

「
ド
イ
ツ
図
案
家
組
合
」

〈
R
Eロ
内
回
宕
己
申
島
町
円
冨
5
5同H
a
n
g刊同

（
本
部
グ
ロ

ー
セ
ン
ハ
イ
ン
の
gmmoロ
げ
丘
ロ
）
、

二
八

O
名
（
全
部
職
円
息
、
支
部
四
。

1
l
i
「
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ヘ
ッ
セ
ン
国
有
鉄
道
技
術
職
員
組
合
」

〈ゆ同
US同門回全
w門
別
山
由
開
口
ZHMEonFロ
昨
日
会
wHHUBSmpmnFl図
。
白
色
帥
nvoロ
ω
S白
g
v包
5
0ロ

（
本
部
ケ
ル
ン
）
、

一
、
ニ
九
四
名
（
全
部
職

員
）
、
支
部
二
回
。
｜
｜
「
技
術
上
級
海
員
組
合
」
〈
O号同
E
g
n
g
g
n
Z
H
ω
n
V
E
E
R－N
5
8
（
本
部
ハ
ン
ブ
ル
ク
）
、
一
、

O
一
六
名
（
全

部
職
品
）
、
支
部
八
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
商
船
船
長
・
上
級
海
員
組
合
L

〈
OHσ
印刷

Ha
会山口件印
nv白
同
開
m
Z
Sロ
mw
ロロ品。肉片山
NF叩同
O
｛日常国白ロ門回申－白
l

自
問
江
口
O

（
本
部
ハ
ン
ブ
ル
ク
）
、

一、

O
七
七
名
（
前
年
の
数
）
、
う
ち
職
員
一
、

O
三
O
名
（
前
年
の
数
）
、
支
部
一
。

l
i
「
ド
イ
ツ
歯

科
技
工
士
組
合
」

〈
叩
同
宮
口
色
品
。
E
2
U
2
N島
E
m
n
E出
席
同
（
本
部
ベ
ル
リ
ン
）
、

一
、
三

C
C名
（
全
部
職
員
）
、
支
部
二
四
。

以
よ
、
技
術
職
員
組
合
の
小
計
は
、
組
合
円
以
二
ニ
二
、
二
五
五
名
、
う
ち
職
員
一
二
五
、

八
四
回
名
（
う
ち
婦
人
四
七
名
）
。

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
砂
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
一
）

（
小
林
）

九



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
一
）

（
小
林
）

二
O

国

事
務
員
組
合

「
ド
イ
ツ
事
務
員
組
合
」
〈
R
Eロ
円
四
号
z
g
n
F
2
P
5
w
g
e
g
g
g
n
（
本
部
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
）
、
四
、

O
一
二
六
名
（
経
営
者
を
含
ま
ず
、
全

部
職
員
）
、
支
部
九
O
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
事
務
職
員
組
合
」

〈
2
Eロ
円
同
色
耳
切
口
同
四
回
ロ
白
ロ
m
2
8
5
2
u
g
g
n
v－g
門
岡
田
（
本
部
ベ
ル
リ
ン
）
、

六
、
五
九
八
名
（
全
部
職
員
）
、
う
ち
婦
人
二
三
二
名
、
支
部
一

O
一
。
｜
｜
「
バ
イ
エ
ル
ン
弁
護
士
事
務
所
従
業
員
組
合
」

宮
司
即
応

mnFR

F
n
v
g
g
d
E
Z
m
m
o
v出
向

g
l〈
R
V
B仏

（
本
部
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
）
、

五
五
六
名
〈
全
部
職
員
）
、

支
部
二
三
。
ー

i
「
ド
イ
ツ
保
険
職
員

組
合
」

〈
脅
富
田
島
仏
叩
円
仏
O
E
R
V
Oロ
〈
R
a
n
v
o
Eロぬ帥
v
g
g
gロ

（
本
部
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
）
、
七
、

四
九
五
名
（
全
部
職
員
）
、
支
部
一
ニ
ム
ハ
。

ー

l

「
ド
イ
ツ
国
保
険
職
員
組
合
」

〈
叩
門
司
山
口
向
日
。
円
切
g
g
H
Oロ
岱
母
国
NmFnF22anぽ
E
ロぬ

（
本
部
ベ
ル
リ
ン
〉
、

一、
一
O
七
名
（
全
部

職
員
）
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
疾
病
金
庫
職
員
連
合
組
合
」

切口回向田島
2
2
n
v再
開
B
ロ
w
g
E明白
onvo即
日
芯
ロ
（
本
部
マ
ン
ハ
イ
ム
）
、

一、

C
七

O
名
（
全
部
職
員
）
、
ゆ
っ
ち
婦
人
六
名
、
支
部
七
。
た
だ
し
、

そ
の
な
か
に
は
こ
の
組
合
に
加
盟
し
て
い
る
組
合
五
、
そ
の
組
A

行
員
九
六
三
名

（
全
部
職
員
、
う
ち
婦
人
二
名
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。

以
上
、
事
務
員
組
合
の
小
計
は
、
組
合
員
二
て
七

O
二
名
（
全
部
職
員
）
、
う
ち
婦
人
二
三
八
名
。

阻l

農
業
職
員
組
合

「
ド
イ
ツ
農
場
職
員
組
合
連
合
会
」
〈
∞
号
自
仏
宏
司
の
g
R
V
S
B一件。ロ〈
2
0仲ロ円程ロ
m
g
H
u
g－件
moE曲
目
仏
師
（
本
部
プ
レ
ス
ラ
ウ
）
、
一
七
、

九
三
六
名
、
う
ち
職
員
一
六
、

一
四

O
名
、
支
部
約
二
四
O
。
た
だ
し
、

ζ

の
数
字
の
な
か
に
は
、

乙
の
連
合
会
に
加
盟
し
て
い
る
組
合
一
八

そ
の
組
合
員
一
四
、
四
八
四
名
（
う
ち
職
員
一
二
、
七
四
三
名
）
、
支
部
一
四
三
が
含
ま
れ
て
い
る
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
酪
農
場
職
員
・
所
有
者

－
借
地
人
組
合
連
合
会
」

〈白
H
V
S－円同会
wH
〈
O
B
E
O
向日
2
5口
町
四
円
冨
。
－
w
R
a
J白
2
5
5ロ・
lFw加
伊
丹

NmH
ロロ仏
l
l
旬
以

nUHO同

（
本
部
ブ
ン
ツ
ラ
ウ

切
SEN－
釦
ロ
）
、
二
、
三
四
二
名
、
う
ち
職
員
て
六
九
六
名
（
う
ち
婦
人
一
名
）
、
支
部
Z
O
o
－
－
’

「
両
メ
ク
レ
ン
プ
ル
ク
農
業
職
員
組
合



〈
Cl) 

Cl) 

s・ 
a‘ Cl) 

i 
p. 

割
問－

忠
[ 
O" 

~ 
s 
~ 
ロ

宮
広
Cl) 

冨
Cl) 
(') 
阿・

何
回
O" 
ロ
o'a 

（
本
部
ギ
ュ
ス
ト
ロ
ー
の
口
弘
8
4『
）
、
九
一
九
名
、
う
ち
職
員

五
二
名
、
支
部
一
八
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
池
沼
養
魚
業
・
漁
業
職
員
組
合
」
〈
O
B宮
内
凶
作
門
司
ユ
S
F
g
g
gロ
色
白
吋
aov呈
同
仲
良
E
R印
l
ロ
包

E
a
F
0
5
5
2円山岳
o
u
g
g
n
E
S含
（
本
部
シ
ュ
ヴ
エ
リ
l
ン
ωnv調
。
江
口
）
、
七
一
一
名
、
う
ち
職
員
五
五
名
、
支
部
一

（
乙
の
支
部
は
乙
の

組
合
の
年
金
組
合
同
V
O
E窓口
2
2
Z
E
で
あ
る
）
。
｜
｜
「
火
酒
蒸
溜
場
指
導
員
組
合
」

F
2
5
5
F
X
R
l〈
2
Z
E
（
本
部
ベ
ル
リ
ン
）

八
O
三
名
（
全
部
職
員
）
。

以
上
、
農
業
職
員
組
合
の
小
計
は
、
組
合
員
二
二
、

O
七
二
名
、
う
ち
職
員
一
九
、

O
四
六
名
（
う
ち
婦
人
一
名
）
。

国

そ
の
他
の
職
員
組
合

「
ド
イ
ツ
職
員
組
合
」

U
2
2
n
v再
開
d
g件
l切
g
B
Sロ
40円
何
回
ロ
（
本
部
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
）
、
一
一
九
、
七

O
八
名
、
う
ち
職
員
約
二
五
、

0
0

O
名
、
支
部
五

C
O
o
－
－
「
ド
イ
ツ
国
民
経
済
組
合
」

U
2
2
n
F
R
S
－gd『吉田
n
E
E
W
V
R
〈
R
E
E
（
本
部
ベ
ル
リ
ン
）
、

一、

九

二
名
、
う
ち
職
員
五
八

O
名
（
間
接
的
国
家
公
務
員

E
g
o
－vR
o
ω
S
H界
各
g
g
Z
を
除
く
）
、

乙
の
職
員
の
う
ち
婦
人
一
五
名
、
支
部
一
二
。

｜
｜
「
ド
イ
ツ
薬
剤
師
組
合
」

〈
O叶
冨
ロ
色
ロ
2
2
n
v
o
H
〉
宮
神
宮

OWO同
（
本
部
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
）
、
四
、

二
二
名
、
う
ち
職
員
三
、
九
一
ニ

名
、
支
部
三
三
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
食
肉
検
査
士
・
旋
毛
虫
検
査
士
組
合
全
国
連
合
会
」

F
L
n
Z
4
R
Eロ色

a
o
E
R
E円
司－

oFmwnvvo帥
nVMWロ
O同1

ロ
ロ
色
吋
江
口
F
E
g
m与
言
。
同
〈
R
V
M
E
e
（
本
部
デ
ユ
ツ
セ
ル
ド
ル
フ
）
、
九
、

O
ニ
七
名
（
全
部
職
員
）
、
支
部
二
ハ
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
鉱
山

－
工
場
職
員
組
合
」
ロ
2
2
0
F
2
の
E
Zロ
l
g円
四
吋
与
ユ
5
2
B
Z
E
l〈
O
H
Eロ
仏
（
本
部
ボ
l
フ
ム
）
、

一
四
、
六
二
七
名
（
全
部
職
員
）
、

支
部
三
一

O
o
－
－
「
ド
イ
ツ
新
聞
職
員
組
合
」
〈
R
Eロ
色
色
R
骨
E
R
v
g
p
Eロ
関
与
g
B
Sロ
（
木
部
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
）
、
四
四

O
名
（

全
部
職
員
）
支
部
一

O
。
｜
｜
「
ド
イ
ツ
劇
場
従
業
員
組
合
」
の
8
0
2
0ロ
R
E
R
骨
E
R
V
m同
切
笹
口
g
g
m白
Z
岡山
m
g
（
本
部
ベ
ル
リ
ン
）
、

一一一、
八
二
二
名
、
う
ち
職
員
一
二
、
七
九
七
名
（
う
ち
婦
人
四
、
二
六
六
名
）
、
支
部
三

O
八
。
｜
｜
「
全
ド
イ
ツ
合
唱
団
員
組
合
」

E
－ー

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
一
）

（小林）



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
一
）

（
小
林
）

m
O
B
0
5
2
品
。

E
R
F
O同
の
Foam抽出
mo同｜〈
O
H
Eロ
仏
（
本
部
マ
ン
ハ
イ
ム
）
、
一
二
、

0
0六
名
（
全
部
職
員
）
、
う
ち
婦
人
約
て
五

O
O名、

支
部
九
九
。
｜
｜
「
パ
レ

l
組
合
」
切
色
0211dロ
ぽ
ロ
（
本
部
シ
ュ
ト
ラ
1
ス
ブ
ル
ク
）
、

一
五

O
名
、
支
部
一
四
。

以
上
、

そ
の
他
の
組
合
の
小
計
は
、
組
合
員
七
五
、

O
八
四
名
、
う
ち
職
員
六
九
、
五
三
九
名
（
う
ち
婦
人
五
、
七
八
一
名
）
。

商
業
職
員
組
合
一
七
の
う
ち
、
経
営
者
を
含
ま
ず
全
部
が
職
員
と
い
う
の
は
、

「
ド
イ
ツ
男
女
商
店
員
中
央
組
合
」
、

「
ド
イ
ツ
銀
行
職
員

組
合
」
、

「
ド
イ
ツ
倉
庫
業
男
女
従
業
員
組
合
」
、

「
ド
イ
ツ
薬
種
・
染
料
青
年
従
業
員
組
A
己
、

「
抑
人
商
業
職
合
組
合
」
の
五
組
合
だ
け

で
、
残
り
の
一
二
組
合
は
い
ず
れ
も
経
営
者
を
含
ん
で
い
る
。
組
合
員
七

O
、
七
七
三
名
を
も
っ
「
ド
イ
ツ
商
業
職
員
組
合
連
合
会
」
は
職
員

（
徒
弟
を
含
む
）
四
八
、

O
三
六
名
で
、
残
り
の
二
二
、
七
三
七
名
す
な
わ
ち
三
二
パ
ー
セ
ン
ト
強
は
経
営
者
で
あ
る
。
こ
う
し
た
経
営
者
を

含
む
組
織
は
、
組
合
と
い
っ
て
も
互
助
会
あ
る
い
は
共
済
組
合
的
な
性
絡
が
つ
よ
い
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

技
術
職
員
組
合
に
な
る
と
、
商
業
職
員
組
合
の
場
合
と
は
逆
に
、
経
営
者
を
含
む
の
は
一
七
組
合
の
う
ち
、

「
ド
イ
ツ
技
術
者
組
合
」
、

ー「

ド
ル
ト
ム
ン
ト
鉱
山
監
督
局
区
鉱
山
技
術
職
員
組
合
連
合
会
」
、

「
ド
イ
ツ
裁
断
師
組
合
」
、

「
ド
イ
ツ
職
人
頭
組
合
」
、

「
ド
イ
ツ
工
芸
美

術
家
組
合
」
、

「
ド
イ
ツ
・
問
船
船
長
・
上
級
海
員
組
合
」
の
六
組
合
だ
け
で
、
残
り
の
一
二
組
合
は
経
営
者
を
含
ま
ず
、
職
員
だ
け
で
組
織
さ

れ
て
い
る
。
事
務
員
組
合
の
場
合
に
は
、
経
営
者
を
含
む
組
合
は
一
つ
も
な
い
。
民
業
職
員
組
合
で
は
、
経
営
者
を
含
ま
な
い
の
は
「
火
酒
蒸

溜
場
指
導
員
組
合
」
だ
け
で
、
残
り
の
四
組
合
は
経
営
者
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
経
営
者
を
含
む
か
否
か
と
い
う
点
に

そ
の
組
織
の
労
働
組
合
的
性
格
の
強
弱
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
、
非
常
に
興
味
ふ
か
い
も
の
が
あ
る
。

第
一
次
大
戦
前
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
民
間
職
員
の
組
織
は
、

そ
の
組
合
員
数
、
独
立
経
営
者
と
の
関
係
な
ど
、
か
な
り
具
体
的
に
わ
か
っ
た

の
で
あ
る
が
、
乙
れ
ら
の
組
織
の
創
立
の
年
お
よ
び
創
立
の
事
情
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
も
の
が
多
い
。

「
政
治
綱
要
」

（
一
九
二
一
年

刊
）
に
寄
稿
し
た
ハ
イ
ン
ツ
・
ポ
ッ
ト
ホ
フ
の
「
民
間
職
員
」
は
、

「
比
較
的
に
古
い
組
合
」

（
色
叩
箆
8
8ロ
〈
2vm百円四
mw
）
の
例
と
し
て
、



「
商
店
員
（
e
o
出

gm巴
ロ
口
問
的
関
与
正

g）
の
組
合
は
一
八
五
八
年
か
ら
、
職
長
と
技
術
職
員
（
a
o
d『
OHWSOFa2
ロ
ロ
仏
吋
2
5
F
r
o同
）
の
組

（

nv 

合
は
一
八
八
四
年
か
ら
」
と
書
い
て
い
る
。
一
八
五
八
年
創
立
の
組
合
は
、
組
合
名
に
そ
の
年
を
う
た
い
込
ん
だ
「
一
八
五
八
年
の
商
業
従

一
八
八
四
年
創
立
の
技
術
職
員
組
合
が
ど
れ
か
、
筆
者
は
ま
だ
知
ら
な
い
。

業
員
組
合
」
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
職
員
組
合
ば
ど
ん
な
活
動
を
し
た
か
。
先
に
も
引
用
し
た
「
国
家
諸
科
学
辞
典
」
の
「
民
閣
職
員
」
の
項
で
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
o
l－
－
乙
の
新
し
い
階
層
の
組
織
は
、

そ
の
経
済
的
発
展
に
対
応
す
る
。
そ
れ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に
お
け
る
共
済
組
合
と
し

て
は
じ
ま
り
、
職
員
と
経
営
者
と
を
ひ
と
し
く
組
合
員
と
し
、
職
業
紹
介
・
専
門
教
育
・
死
亡
金
庫
・
疾
病
金
庫
・
遺
族
扶
助
・
窮
境
援
助
の

よ
う
に
、
職
員
と
独
立
経
営
者
の
双
方
の
利
益
に
な
る
よ
う
な
目
的
を
追
求
し
た
。
こ
う
し
た
組
織
は
、
商
店
員

（
出
血

HH円四日ロロ
mmm冊目

HF－
同
町
田
）

の
場
合
は
一
八
八

0
年
代
ま
で
、
事
務
員
の
場
合
は
一
八
九

0
年
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
こ
れ
ら
の
組
合
は
徐
々
に
社
会
政
策
的
に
も
活
動
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

ζ

と
に
、
み
ず
か
ら
労
働
組
合

（の叩謡曲円
w
m
n
F国間同）

と
称
す
る
か
、
そ
う
で
な
く
と
も
と
に
か
く
断
固
と
し
て
被
一
雇
用

者
の
立
場
を
守
っ
た
比
較
的
若
い
組
合
（
〈
叩
号
管
内
問
。
）

の
成
立
は
、
古
い
組
合
を
し
て
組
合
員
た
る
独
立
経
営
者
の
影
響
力
を
ま
す
ま
す
撃

退
す
る
方
向
を
と
ら
し
め
た
の
で
、

一
九
一

O
年
に
は
す
で
に
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
組
合
は
多
少
と
も
明
白
に
、
一
庖
主
と
立
法
者
へ
の
社
会

的
要
求
を
ひ
っ
さ
げ
た
職
員
屈
の
利
益
代
表
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
新
し
い
立
一
法
を
要
望
す
る
運
動
の
ほ
う
に
力
点
が
お
か
れ
、

そ
れ
に
比
べ

る
と
、
ス
ト
ラ
イ
キ
そ
の
他
の
労
働
組
合
的
な
闘
争
手
段
は
は
る
か
に
後
長
に
お
し
ゃ
ら
れ
た
二
九

O
五
年
に
ほ
一

O
七、

0
0
0人
の
組
合

員
を
も
っ
民
間
技
術
職
員
の
一
回
組
合
が
団
結
し
て
「
社
会
委
員
会
」

（ω。N
U
H
O
同
〉
ロ
印
印
nvロ由回）

を
創
立
し
、

こ
れ
に
よ
っ
て
一
つ
の
集
中

運
動
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
辺
動
は
一
九
一

O
年
に
は
九
千
人
の
組
合
員
を
も
っ
五
つ
の
事
務
員
組
合
の
合
流
へ
と
み
ち
び
い
た
。
年
金
保
険
を

め
ざ
す
運
動
は
、

一
九
O
三
年
に
す
で
に
い
ろ
い
ろ
の
職
業
の
も
の
が
団
結
し
て
一
つ
の
「
主
要
委
員
会
」

（
国
自
主
白
ロ
印
凹
円
宮
田
帥
）
を
設
置
す

る
と
い
う
成
泉
を
生
ん
だ
。
乙
の
委
員
会
は
四
七
の
組
合
に
入
っ
て
い
る
七
五
三
、

0
0
0名
（
た
だ
し
、
重
複
算
入
者
を
含
む
）
の
組
合
員

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
一
）

（小林）



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
一
）

（小林）

四

を
母
体
と
し
て
い
た
。

一
九

O
七
年
に
は
と
の
委
員
会
か
ら
分
離
じ
て
「
社
会
保
険
の
た
め
の
自
由
連
合
組
合
」
（
吋
B
U
〈

2
2巳
空
間
関
同
時

ど i:i..
ま 5・

手 g
I N 

l 曲

; (I) 

0 < 
24 耳
）帥

Ii' 
.:i-
(I) 

2 
ロ
日司
、ーノ

が
生
ま
i1, 
た
が

こ
れ
は
一
九
一

O
年
に
よ
う
や
く
一

O
組
合
、
六
九
、

0
0
0名
の
組
合
員
を
得
た
に
と

た
し
か
に
職
員
組
合
は
第
一
次
大
戦
前
の
段
階
で
は
当
初
の
共
済
組
合
的
な
も
の
か
ら
労
働
組
合
的
な
組
織
へ
と
発
展
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、

ま
だ
ス
ト
ラ
イ
キ
と
い
う
よ
う
な
闘
争
手
段
を
用
い
る
こ
と
は
稀
れ
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

（お）

出
て
い
る
職
員
組
合
の
支
出
の
内
訳
を
見
て
も
う
か
が
わ
れ
る
。
ス
ト
ラ
イ
キ
お
よ
び
被
処
分
者
に
た
い
す
る
援
助
（
皆
同
O
H
W
l
z
ロ
色
。
。
ー

一
九
一
二
年
の
「
ド
イ
ツ
国
統
計
年
報
」
に

8
2曲
g
m
o
－Hmロロロ
S
E
E
Rロ
口
問
）
を
お
こ
な
っ
た
組
織
は
、
商
業
職
孔
組
合
で
は
「
ド
イ
ツ
男
女
商
店
員
中
央
組
合
」
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
組
合

は
先
に
見
た
と
お
り
組
合
員
一
五
、

五
O
二
名
で
、
経
営
者
を
含
ま
ず
、
全
部
が
職
員
で
あ
る
。

一
九
一
一
年
に
お
け
る
こ
の
組
合
の
総
収
入
は

八
七
三
マ
ル
ク
、
総
支
出
は
一
七
回
、
五
五
七
マ
ル
ク
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
ス
ト
お
よ
び
被
処
分
者
援
助
に
四
、
二
三
八
マ
ル
ク

を
支
出
し
て
い
る
。
ほ
か
に
は
機
関
紙
に
二
三
、
五
七
七
マ
ル
ク
、
失
業
者
扶
助
に
一
二
、
九
八
八
マ
ル
ク
、
教
養
講
座
そ
の
他
の
教
育
目

－T
＼

1
、、

m

，
ノ
，
ノ

的
に
一
、

一
六
七
マ
ル
ク
、
扇
動

（〉

m
F
S昨

FGロ）

に
五
三
、
八

O
七
マ
ル
ク
、
上
部
組
合
費
九
、
六
五
五
マ
ル
ク
な
ど
を
支
出
し
て
い
る
。

技
術
職
員
組
合
で
ス
ト
お
よ
び
被
処
分
者
援
助
費
を
支
出
し
て
い
る
の
は
、
二

O
組
合
の
う
ち
、
「
ド
イ
ツ
職
長
組
合
」
、

「
技
術
工
業
職
員

組

A
E
、
「
ド
イ
ツ
技
術
者
組
合
」
、

「
ド
イ
ツ
工
芸
美
術
家
組
合
」
の
四
組
合
で
あ
る
。

「
ド
イ
ツ
職
長
組
合
」
は
一
九
一
一
年
の
収
入
九

O
九
、
七

O
八
マ
ル
ク
、
支
出
一
、

0
0七、

四
回
一
一
一
マ
ル
ク
で
、

そ
の
う
ち
ス
ト
お
よ
び
被
処
分
者
援
助
費
は
わ
ず
か
八
四
二
マ
ル
ク
に
す

ぎ
な
い
。
主
な
支
出
は
機
関
紙
二
三
五
、
六
八

0
マ
ル
ク
、
未
亡
人
・
孤
児
援
助
三
一
四
、
八
九
三
マ
ル
ク
、
廃
疾
者
扶
助
二
五

O
、
六
七
四

マ
ル
ク
、
疾
病
扶
助
五
五
、
六
五

0
マ
ル
ク
な
ど
で
あ
る
。
ス
ト
お
よ
び
被
処
分
者
援
助
に
比
較
的
多
額
の
支
出
を
し
て
い
る
の
は
「
技
術
工

〔
明
出
｝

業
職
員
組
合
」
で
あ
っ
た
。
乙
の
組
合
の
一
九
一
一
年
の
収
入
は
五
二
ハ
、

一
二
七
マ
ル
ク
、
支
出
は
四
九
O
、
八
九
三
マ
ル
ク
で
、

そ
の



う
ち
ス
ト
お
よ
び
被
処
分
者
援
助
に
七
八
、
九
五

0
マ
ル
ク
を
支
出
し
て
い
る
。
そ
の
他
は
機
関
紙
〈
五
五
、
一
ニ

O
二
一
マ
ル
ク
）
、
失
業
扶
助

（
三
四
、
四
一
四
マ
ル
ク
）
、
死
亡
扶
助
（
四
、

一一

0
マ
ル
ク
）
、
窮
乏
扶
助
（
七
、
二
八
七
マ
ル
ク
）
、
職
場
紹
介
（
一
て

一
三
七
マ

ル
ク
）
、
教
養
（
一
ニ
、

O
七
七
マ
ル
ク
）
、
法
律
的
保
護
（
一
二
ハ
、

O
七
0
マ
ル
ク
）
、
扇
動
（
七
一
、
八
八
一
マ
ル
ク
）
、
大
会
費
（
八
、

六
六
二
マ
ル
ク
）
、
上
部
団
体
費
（
て
六
七
一
マ
ル
ク
）
な
ど
で
あ
る
。

「
ド
イ
ツ
技
師
組
合
」
は
一
九
一
一
年
の
収
入
六
二
二
、

0
0

マ
ル
ク
、
支
出
五
七
九
、
七
四
一
マ
ル
ク
で
、
そ
の
う
ち
六
、

O
二
五
マ
ル
ク
を
ス
ト
お
よ
び
被
処
分
者
援
助
に
支
出
し
て
い
る
。
そ
の
他
の

支
出
は
機
関
紙
（
一
五
七
、
六
八
五
マ
ル
ク
）
、
失
業
扶
助
（
四
六
、
一
一

0
マ
ル
ク
）
、
死
亡
扶
助
〈
一
六
、

O
五
0
マ
ル
ク
）
、
窮
乏
扶
助

っ
こ
、

O
九
九
マ
ル
ク
）
、
職
場
紹
介
〈
一
て

一
三
七
マ
ル
ク
）
、
扇
動
（
二
五
、
九
九
八
マ
ル
ク
）
な
ど
で
あ
る
。

「
ド
イ
ツ
工
芸
美

術
家
組
合
」
は
一
九
一
一
年
の
収
入
四
二
、
五
四
四
マ
ル
ク
、
支
出
三
六
、
二
六
一
マ
ル
ク
で
、
そ
の
う
ち
一
九
二
四
マ
ル
ク
を
ス
ト
お
よ
び

被
処
分
者
援
助
に
あ
て
て
い
る
。
ほ
か
の
支
出
は
機
関
紙
〈
七
、
三
五

0
マ
ル
ク
）
、
失
業
扶
助
（
五
、
一
二
回
二
マ
ル
ク
）
、
法
律
的
保
護
（

て

O
二
八
マ
ル
ク
）
、
扇
動
（
二
、
二
七
二
マ
ル
ク
）
な
ど
で
あ
っ
た
。
事
務
員
組
合
で
は
「
ド
イ
ツ
事
務
員
組
合
」
だ
け
が
ス
ト
お
よ
び

被
処
分
者
援
助
と
し
て
一
九
一
一
年
に
二
七
五
マ
ル
ク
を
支
出
し
て
い
る
。
こ
の
組
合
の
乙
の
年
度
の
収
入
は
一
一

O
、
六
一
五
マ
ル
ク
、
支

出
は
一
一
一
、

八
五
九
マ
ル
ク
で
、
そ
の
他
の
支
出
は
機
関
紙
（
二
五
、
六
五
四
マ
ル
ク
）
、
失
業
扶
助
（
四
、
六
一
五
マ
ル
ク
）
、
疾
病
扶

助
〈
一
三
、

八
O
六
マ
ル
ク
）
、
死
亡
扶
助
（
三
、
五
八

0
マ
ル
ク
）
、
扇
動
（
三
、

八
三
二
マ
ル
ク
）
、
大
会
費
（
六
、
七
八
五
マ
ル
ク
）

な
ど
で
あ
る
。
農
業
職
員
組
合
に
は
、

ス
ト
お
よ
び
被
処
分
者
援
助
に
支
出
し
た
組
合
は
ひ
と
つ
も
な
い
。
そ
の
他
の
職
員
組
合
で
は
、

全

ド
イ
ツ
合
唱
団
員
組
合
」
が
一
九
一
一
年
に
四
五
マ
ル
ク
を
ス
ト
お
よ
び
被
処
分
者
援
助
に
支
出
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
と
の
組
合
の
一
九

一
一
年
の
収
入
は
二
七
、
六
一
一
マ
ル
ク
、
支
出
は
一
九
、
三
八
三
マ
ル
ク
で
、
他
の
支
出
は
機
関
紙
（
五
、

四
九
一
マ
ル
ク
）
、
法
律
的
保

護
（
二
、
七
九
四
マ
ル
ク
）
、
扇
動
（
四
五
五
マ
ル
ク
）
、
大
会
費
（
回
、
四
六
五
マ
ル
ク
）
な
ど
で
あ
る
。
ブ
ル

i
・
カ
ラ
！
の
労
働
組
合

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
こ

（小林）

五



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
一
）

（小林）

ム
ノ、

と
比
較
す
る
と
、
穏
健
と
い
わ
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
系
の
労
働
組
合
で
も
、

た
と
え
ば
金
属
工

（
冨
骨
骨
色
白
円
V
S
S円
）
の
組
合
は
一
九
一
一
年
に

組
合
員
四
一
、
二
五
三
名
で
収
入
一
、

一
ご
ニ
、
七
六
九
マ
ル
ク
、
支
出
九
八
七
、
三
七
三
マ
ル
ク
で
、

ス
ト
お
よ
び
被
処
分
者
援
助
に
二
九

。
一
八

0
マ
ル
ク
を
支
出
し
て
い
る
。
鉱
山
労
働
者
の
組
合
で
は
組
合
員
八
三
、
五
八
八
名
で
、
支
出
て

O
九
九
、

一
二
ム
八
マ
ル
ク
の
う

ち
ス
ト
お
よ
び
被
処
分
者
援
助
費
は
一
六
八
、
九
六
五
マ
ル
ク
で
あ
り
、
木
工
（
図
。
回
目
号
包
件
。
同
）
の
組
合
で
は
組
合
員
一
五
、
四
六
二
名
で
、

支
出
三
三
六
、
六
九
九
マ
ル
ク
の
う
ち
ス
ト
お
よ
び
被
処
分
者
援
助
に
九
二
、
二
二

0
マ
ル
ク
を
使
っ
て
い
る
。
ヒ
ル
シ
ュ
・
ド
ウ
ン
カ
｜
系

の
労
働
組
合
で
も
、
機
械
工
・
金
属
工

（冨

gnvzggロl
ロ
ロ
内
田
宮

ogロ
R
Z宮円〉

の
組
合
は
組
合
員
四
三
、
七
一

O
名
で
支
出
て

九
八
、
五
八
二
マ
ル
ク
の
う
ち
、

ス
ト
お
よ
び
被
処
分
者
援
助
に
二
四
八
、

O
一
二
三
マ
ル
ク
を
あ
て
て
い
る
。
木
工
の
組
合
で
も
組
合
員
五
、

三
九
四
名
で
支
出
二

0
0、
五
九
二
マ
ル
ク
の
う
ち
、

ス
ト
お
よ
び
彼
処
分
者
援
功
立
は
二
二
、
二
二
四
マ
ル
ク
で
あ
っ
た
。
社
会
民
主
党
系

の
い
わ
ゆ
る
自
由
労
働
組
合
（
司
同
冊
目
。
。
刊
当

2
f与
え
広
三
で
は
、
金
属
工
の
組
合
で
組
合
員
四
九
回
、
一
七
七
名
、
支
出
一
五
、
七
七
六
、

五
四
五
マ
ル
ク
の
う
ち
、

ス
ト
ラ
イ
キ
援
助
は
、
自
分
の
組
合
に
た
い
し
て
五
、

五
七
二
、
三
二
二
マ
ル
ク
、
他
組
合
お
よ
び
外
国
の
組
合
に

た
い
し
て
二
て
五

0
0
マ
ル
ク
、
被
処
分
者
援
助
二
五
一
二
、
九
七
二
マ
ル
ク
に
達
し
て
い
る
。
木
工
の
組
合
で
は
組
合
員
一
七
六
、
八
三
八

名
で
支
出
六
、
七
二
三
、

五
八
三
マ
ル
ク
の
う
ち
、

ス
ト
ラ
イ
キ
誌
助
は
自
分
の
組
合
に
た
い
し
て
二
、
六
五
九
、
六
一
五
マ
ル
ク
、
外
国
の

組
合
に
た
い
し
て
一
一
三
、
六
二
四
マ
ル
ク
、
被
処
分
者
援
助
に
八

O
、
八
一
六
マ
ル
ク
を
支
出
し
て
い
た
。
ま
た
鉱
山
労
働
者
の
組
合
で
は

組
合
員
一
二

O
、
九
七
五
名
で
支
出
三
、

O
四
O
、
六
二
一
三
マ
ル
ク
の
う
ち
、

五
ニ
二
、

九
三

0
マ
ル
ク
、
外
国
の
組
合
に
た
い
し
て
二
て

0
0
0
マ
ル
ク
‘
被
処
分
者
援
助
に
四
八
、
三
九
一
マ
ル
ク
を
支
出
し
て
い
る
ヒ
怨

ス
ト
ラ
イ
キ
援
助
は
自
分
の
組
合
に
た
い
し
て
一
、

こ
の
よ
う
に
ブ
ル

l
・
カ
ラ
l
の
労
働
組
合
と
比
べ
て
み
る
と
、
第
一
次
大
戦
前
の
ド
イ
ツ
職
員
層
の
組
合
の
性
格
が
非
常
に
よ
く
わ
か

る
。
そ
乙
に
は
濃
厚
に
共
持
組
合
的
性
絡
が
残
っ
て
い
た
。
ま
だ
多
く
の
組
合
が
経
営
者
を
組
合
員
と
し
て
包
含
し
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で



守
る
組
織
と
し
て
、
新
し
い
動
き
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

は
、
近
代
的
な
労
働
組
合
と
よ
び
う
石
組
合
も
生
ま
れ
て
い
た
。
共
済
組
合
的
な
性
格
を
残
し
て
い
る
組
合
の
な
か
に
も
、
職
員
耐
の
利
益
を

民
商
店
員
組
合
」
は
v

一
九
一
三
年
に
お
い
て
も
商
業
職
員
組
合
の
運
動
の
中
心
で
あ
っ
た
「
ド
イ
ツ
国

（
仏

R
m刊
当
由
吋
宮
内

E
E
w
v
o

ω4fmw
ロ円四回
u

ロロ
W
寸）

を
強
調
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
一
切
の
「
暴
力
的
政
策
」

レ
l
デ
ラ

l
の
「
社
会
運
動
年
報
」
（
一
九
一
一
二
年
）
に
よ
る
と
、

（mod富山同白白自由

F
E
F
W）
を
制
否
し
、
商
業
従
業
員
の
「
階
回

的
性
格
」

（

ω
S昆
冊
目
白

E
B
E
O
H）

を
強
制
し
て
い
る
。
し
か
し
、

せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
時
代
の
大
き
な
湘
流
が
感
じ
ら
れ
る
。
乙
う
し
た
状
況
で
ド
イ
ツ
の
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
ー
は
第
一
次
大
戦
を

と
に
か
く
こ
の
よ
う
な
組
合
も
い
ち
お
う
「
労
働
組
合
的
立
場
」
を
強
調

迎
え
た
の
で
あ
る
。

註
（
1
）
V
H
S
E巳
（
u
g
n
w
n白
色
黒
い
上
着
｜
｜
転
じ
て
イ
ギ
リ
ス
で
は

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
意
味
に
使
わ
れ
る
。

形
容
詞
的
に

Z
2
w
ロ
O州立。門戸

唱。円
W
2
と
い
う
刑
法
も
あ
る
。
）

（2
）
開
口
口
可
n－0
3－E
E
。同

mwsgHω
ロ
F
g
g
p
〈
o
－一同・
2
包
広
島
－
o

2
曲曲師
3

げ
可
〉
】
同
円
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仏
露
骨
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（

3
）
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E
S
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Z
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広
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口
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R
W
S
2・
杉

政
孝
訳
「
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
l
」

創
元
社
、

一
九
五
七
年
。

〈

4
）円、。ロ拘巧。

op
ロ曲三円四
H

J

『F
四
回
Z
口
貯
の
O
丘
四
晶
君
。
円
wmw円・
H
U
印∞－

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
ピ
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
巡
動
（
こ

「
労
働
組
合
的
立
場
」

寿
旦

茂
訳
「
現
代
の
新
中
間
層
！

l
イ
ギ
リ
ス
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
ダ

イ
ア
モ
ン
ド
社
、

一
九
六
四
年
。

（
5
）
開
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田
E
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窓
口
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Z岡山
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百
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第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
一
）

のロ努仏門戸田
ω
且叩同

ω。N
S
H
O
W
O由。自由
w
・J

可
申
同
日
白
何
？
の
・
回
・
思
O
E
♂
凶
d
l

F
S向
。
ロ
包
凶
デ
ロ
内
・
〉
g
o即日

E
？
？
吋
冊
目
ケ

ω－H
N
由
・
ク
チ
ン
ス
キ
ー
は

上
掲
論
文
（
一
一
ペ
ー
ジ
）
で
、

一
九
五
八
年
の
西
ド
イ
ツ
（
ド
イ
ツ
速

邦
共
和
国
）
統
計
局
の
算
定
に
拠
っ
て
一
九

O
七
年
の
ド
イ
ツ
公
務
員
〈

労
働
者
・
軍
人
を
含
む
）
を
三
ニ

O
万
人
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ

は
労
働
者
お
よ
び
軍
人
を
含
む
場
合
の
数
字
で
あ
る
。
通
常
、
ホ
ワ
イ
ト

・
カ
ラ
ー
は
文
官
公
務
員
と
民
隠
職
員
を
さ
す
。
ア
l
ド
ル
フ
・
シ
ュ
ト

ウ
ル
ム
タ
l
ル
編
「
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
l
労
働
組
合
」
（
一
九
六
六
年
刊
）

の
な
か
の
ギ
ュ
ン
タ
l
・
ハ
ル
ト
フ
ィ
！
ル
（
の
ロ
ロ
ぽ
円
回
目
立
同
お
】
）

よ
る
ド
イ
ツ
の
部
で
は
一
九

O
七
年
の
文
官
公
務
員
と
民
間
サ
ラ
り
1
7

ン
と
の
合
計
を
三

O
一
一
万
九
千
人
と
し
て
い
る
。

ω昨
日
呂
妥
曲
】
・

KED－同

（

O
門ゲ）

H45x？
の
0
己
白
岡
吋
円
白
血
自
己
旦
ロ
ロ
師

（
ロ
ロ
プ
可
申
同
目
立
可
。
片
岡
】
ロ
ー

ロ。日明司円。凹凹）

b
－H
N
由

フ
ア
ル
ケ
ン
ベ
ル
ク
の
「
革
命
後
の
ド
イ
ツ

ぷ
街
民
地
制
一

ιふ
匂
乙
ヌ
リ
i
r
リ
γ
じ
・
ナ
ヲ
マ
ン
は
そ

ω省

「
国
家
財
政
に
お
け
る
公
務
員
の
地
位
」
（
巴
叩

ω件。ロ
E
同
仏
語
出
血
曲
目
I

件
。
ロ
昨
日
出
血
g
E曲目
S
R凶

2
ω
g三
2
・
〈
。
ロ
司
円
・

Z
同
日
出
血
ロ
ロ
・
回
E
h町

S
円！

戸
帥
問
身
了

MMH同
恒
三
回
目
ユ
釘
1
ω
n
z
oロ

za・
5H0・
）
の
な
か
で
一
九
一

l乙

（
小
林
〉

/¥ 

O
年
に
お
け
る
公
務
員
数
を
約
一
一
一

O
万
人
と
推
定
し
て
お
り
、
フ
リ

i

ド
リ
ッ
ヒ
・
ヴ
イ
ン
タ
ー
ス
は
そ
の
若
「
ド
イ
ツ
公
務
員
問
題
」

r、、

u
s
e
a
g吉
田
2
2
8片
岡
担
問
？
〈
O
回
目
・
4
司
E
g
g－の白押
B
U四円明・

ロ門戸口｝円四円叩
H
S
ロ
ι
」
可
申
ユ
骨
同
切
切
O
H
H
Z
L
由一回∞・）

で
一
九

O
七
年
の
公
務

員
数
を
二

O
O万
人
と
推
定
し
て
い
る
と
い
う
。
－

u－
Z
ロ
宮
お
・
〉
・
日

UFO
島一

2
5
r
回

E
E
s
z
d志向
g
m
E口

伊
門
同

2
M
N
O
S
E
E
M－〈
ω。ー

N
E－－唱ぽ
mxwロ函口『阻止
Envo
回口
M

ロ
0
3
8昨
L
印・切印ロ島・）〈
O
同目白岡町止円

ω
0
1

N
H
曲
】
唱
広
史
認
帥
nuhwHf
回。ユ山口

H由M
O
旭川山－
M
吋・

フ
ア
ル
ケ
ン
ベ
ル
ク
は

九
二

O
年
当
時
の
ド
イ
ツ
内
務
省
の
公
務
員
問
題
顧
問
。

〈問。問。円。ロ同

E
S
F
2
5
E同
B
E
E
n
Z
Eロ
g江戸

E
S同

Eos－〉

（8
）
窓
口
氏
曲
目
B
Sロ
w
F
o
o
u
Uぽ

B
O仏
四
円
ロ
団
富

x
s
z
gロ
仏
国
げ
叩
唱
？

的

g
同
・
〈
h
F
5
2白
門
店
門
戸
旨
色
の
包
ω芯
同
君
。
＝
・
）
〈
2
E聞
き
ロ
凶
・
の
・

叶，
o
p
F
ロ叩円・

F
O
W》
N

問問】戸由
Hω
・
ω・叶品

（9
〉
司
白
－
woロV
O
円向”

ω－H
H

（
ω）
富
民
同
骨
】
白
血
ロ
ロ
・

ω
・叫白内

（

日

）

「
競
争
条
項
」
と
は
雇
主
が
被
用
者
に
た
い
し
て
、
被
用
者
が
一
定

期
間
、
一
雇
一
主
と
競
争
す
る
よ
う
な
業
務
に
入
る
乙
と
、
あ
る
い
は
独
立
し



て
同
種
の
業
務
を
開
始
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
権
利
を
も
っ
と
い
う
思
想

に
も
と
づ
き
、
契
約
で
禁
止
を
う
た
う
と
と
を
指
す
。

（
ロ
）
司
包
古
田
宮
門
？

ωω
・ロ

1
5

（日）

Hh色
面

H
O
F
M
W
E
T
官
官
vsnv
品
四
吋
加

O
N
E－
自
国
2
0同
旨
同

宮

U
0
5
n
E
B
ι
E
。
。
明
言
E
n
E
5
5・
3
8
R
E
E
g
w
g

《HOB3・P
R
E宮
崎
岱
円

ωONE同唱釘明。白印刷口同戸田洋

EHH品
ωONE】旬。同席目宵・〉」『・。・

国－

goVH・
寸

S
F
Z窓
口
忌
区
切
ωω
・H
8
l
E
H
・

〈
U
H

）
戸
包
－
2
冊
子
開
－
w

戸田円四涼
R
g
v回
目
？
？
・

ω
－HM∞－

な
お
ハ
イ
ン
ツ

－
ポ
ッ
ト
ホ
フ
は
一
九

O
七
年
に
お
け
る
民
間
職
員
を
約
二

O
O万
人
と

推
定
し
て
い
る
。

司O
付
匹
。
片
岡
・
出
。
日
ロ
M
n
H
U
由
叫
句
円
守
色
白
口
問
。
仲
町
】
】
件
。

出

ssgbE含円
2
5芹
（
〈
2
U問
。
同
・
4
『
曲
目
仲
町
骨
片
岡
♀
宮
田
口
E
5・

岡田同日間口

H由
NH）
L
〈
・
岡
山
口
《
グ

ω
－AHh吋∞”

ポ
ッ
ト
ホ
フ
は
一
九
二
一
年
当

時
の
ド
イ
ツ
厚
生
省
の
労
働
法
顧
問
。

〈
M
M

）

HMO詳
F
O
R－
図
。
山
口
N

MM岡山〈聞神宮崎町印

ego－
回
白
ロ
品
唱
。
同
SHVEhF

円四
R
g
g仲
恒
三
8
0
g
n
E
E回・

5
2
8・
盟
国
江
戸
口
E
E
Z円
σaH師陣
時

〉
店
内
－
担
問
団
（
』
冊
目
白

S
N印）・

2
・
切
手
”
印
・
呂
田
ω
・

（
路
）
エ
ル
グ
ィ

l
ン
・
カ
ウ
フ
マ
ン
の
「
職
場
紹
介
と
職
員
」

f、、

:;/L 

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
一
）

二
年
刊
）
で
は
、
職
員
で
な
い
組
合
員
を
司
ユ
ロ
N目白色
B
E川
Z
E
2
（
胃
宮
l

Neと
は
「
主
人
」
、
「
一
一
主
」
の
意
味
）
と
書
き
、

雇
主
が
組
合
に
入
つ

て
い
る
と
と
が
職
場
紹
介
に
好
都
合
で
あ
っ
た
と
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

関
同
店
内
目
E
P
関
門
司
官

H
U
O円
〉
号
由
吉
田
坦
nV唱
冊
目
曲
宮
内
田
色
彩
k
p
国間
2
8回目
1

窓
口
・
例
目
ロ
O
H｝白同日件。－
r回
向

島

O円
切
ロ
仲
唱
Fnw－
ロ
ロ
開
会
w
同
〉
回
開
2
8
Z
Sロi

〈
叩
同
日
笠
宮
ロ
開
店
同
門
凶

ι
2
〈。
g
g明
。
庶
民
己
間
宮
崎
宏
容

g
a
P
E
E
n
E
O

何冊伺冊目ロロ同・

（
ωONU－司目的自ロ
ωnF丸
呈
口
町
四
回
伊
豆
宮
叩
HOW
－
H∞∞・切品・）

〈
O門】白間同
EH－
ω。
N
U－
－
唱
山
田
曲
。
ロ
帥
口
町
阻
止
・
回
。
己
目
ロ
］
5MMWω
－NH
・

（
口
）
包
丘
町
民
自
v
g
官
官
F
g
E
E円
且
陶
酔
巴
O
E田
口
古
河
OWV－
E
－

g
g間四四四『
g
g
g
関白山由。己目
n
E
g
ω
g
z
a
g
n
E
S
〉白神
0・
忌
HN・
ω・

お
え
・
乙
の
統
計
の
脚
註
に
よ
る
と
、

ζ

の
統
計
に
ほ
単
な
る
地
方
的
組

A
口
で
企
図
的
関
心
を
も
た
な
い
も
の
は
省
略
し
た
と
い
う
。
ま
た
数
字
は

ζ

れ
ら
の
組
合
の
会
計
年
度
末
、
す
な
わ
ち
一
九
一
二
年
一
一
一
月
三
一
日
の

も
の
で
あ
る
。
各
組
合
に
は
会
計
年
度
末
に
六
カ
月
分
以
上
の
組
合
費
を

滞
納
し
て
い
る
も
の
は
組
合
員
数
か
ら
除
き
、
そ
の
滞
納
者
数
を
明
記
す

る
よ
う
に
、
ま
た
会
計
年
度
末
に
お
け
る
組
A
包
貝
数
の
な
か
に
次
年
度
の

新
加
入
者
や
脱
退
者
数
を
考
慮
に
入
れ
な
い
よ
う
に
、
依
頼
し
て
あ
る
と

（
小
林
）

九



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
一
）

ぃ，っ。
（
凶
）
カ
ウ
フ
マ
ン
の
「
職
場
紹
介
と
職
員
」
に
よ
る
と
、
と
の
組
合
の
創

立
は
一
八
八
一
年
。

同
皇
内
回
目
P
ω
・N
0

・

（
四
）
し
た
が
っ
て
ミ
ユ
ツ
フ
エ
ル
マ
ン
が
、
乙
の
組
合
は
職
員
だ
け
を
組

合
員
と
し
て
い
る
（
：
：
・
ロ

R
K
F出向
2
8
Z
S
宮

gFロ
g
H
g
g
g
白店内
l

ロ
ぽ
巨
デ
）
と
書
い
て
い
る
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
伊
岳
民
叩
－

ggpω
・∞吋・

（
初
）
詳
し
く
は

〈

R
Eロ
【
同
庁
円
。
巳
仲
白
円

F
E
B
Sロ
lJ『由同冊目防仲間
E
同
自

ロ冊目な

nF山田ロ内同国（
ω常
N
F
M円－
E
）
噂
切
同
町
田
－

z
と
記
さ
れ
て
い
る
。
本

部
プ
レ
ス
ラ
ウ
の
ほ
か
に
、
事
務
局
が
ベ
ル
リ
ン
に
あ
っ
た
と
い
う
意
味

か
。
ほ
か
の
組
合
の
場
合
は
カ
ッ
コ
が
な
く
、
た
だ
コ
ン
マ
の
つ
ぎ
に
地

名
を
書
い
て
本
部
所
在
地
を
示
し
て
い
る
の
に
、
こ
の
組
合
の
み
カ
ッ
コ

内
に
忽
伸
一
同
切
叩
門
戸
時
白
と
あ
る
。

（
幻
）
ハ
イ
ン
ツ
・
ポ
ッ
ト
ホ
フ
は
民
間
職
員
を
六
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
い

る
。
す
な
わ
ち

十j

商
業
従
業
員
（
国
自

E
B何回
m
m
E
5と
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、

販
売
員

2
0兵
員
向
。
同
）
、
倉
庫
管
理
人
（
F
a
oユ
丘
）
、

帳
場
係

（同
O
E
C
門
戸
田
仲
）
、
出
張
店
員
（
何
冊
目

8
E叩
）
を
あ
げ
、

そ
の
特
殊
グ

（
小
林
）

。

ル
ー
プ
と
し
て
銀
行
員

3
2
w
Z
2
5
、
デ
パ
ー
ト
職
員
（
喝
白
l

同S
E
E
S同
g
窓
口

ε、
消
費
組
合
職
員
（
関

9
5
5
4
2
0
5
l

吉
岡
四
国
窓
口
品
柑
）
、
保
険
職
員

2
3
5
2
E唱
Z
B
S）、

書

店
従
業

n
H
3
5
5
E
2
5
m明
間
岳
山
】
砂
ロ
）
そ
記
し
、
商
業
従
業
員

数
は
一
九

O
七
年
に
お
い
て
一

O
O万
人
を
下
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
と
推
定
し
て
い
る
。

コ
技
術
職
員
は
職
長
（
宗
門

wg笠
宮
）
、
技
師

3
0
n
g
Z同）、

製
図
宏

（N
叩山口｝百四川同）、

エ
ン
タ
ニ

化
学
技
師
（

p
m
E宮
門
）
、

ア
（
阿
国
向
。
回
目
。
目
。
、
鉱
山
職
員
（
切
叩
門
間

v
g
g
g）、

上
級
海
員
（

ω
g。
ほ
お
F
O
H）

で
あ
り
、
そ
の
特
殊
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
醸
造
・
麦
芽

製
造
技
師
長
（
切

g
p
l
E品
冨
曲
目
N
自
刊
日
明
言
）
、

印
刷
職
長
（

Ewt

S円
）
、
職
人
頭
（
句
。
宏
司
）
、
裁
断
師
（

N
g
n
F
S
F
e
c、
船
舶
饗

関
士

3
8
8
8
n
v
g
Z）
、
鉄
道
職
員
が
こ
れ
に
属
し
、
技
術
職

員
の
総
数
は
一
九

O
七
年
に
約
三
七
万
人
と
い
う
。

同
事
務
員
（
切

E
8
2
v
E
B
R）
ば
弁
護
士
・
公
証
人
の
事
務
所
要
員

保
険
団
体
・
商
業
会
議
所
・
組
合
な
ど
公
私
の
同
体
の
事
務
室
の
職

口貝で、

一
九

O
七
年
に
ほ
約
一

O
万
人
で
あ
っ
た
。



附
農
業
職
員
は
、
農
場
・
漁
場
・
森
林
の
職
員
や
火
酒
蒸
溜
場
職
長

（
四
円
四
回
ロ
ヨ
B
U
S同
）
で
、

一
九

O
七
年
に
は
同
じ
く
約
一

O
万
人
で

あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
。

同
劇
場
職
員
お
よ
び
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
職
員
。
乙
れ
は
俳
優
、
合
唱
団
口
氏
、

パ
レ

l
員
、
音
楽
家
で
あ
る
。

(1乱

薬
剤
師
、
歯
科
技
工
士
、
私
教
師
、
家
事
職
員
（
出
血
戸
協
同
ロ
問
担
え
己
ア

g）
の
よ
う
な
い
く
つ
か
の
小
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。

と
ポ
ッ
ト
ホ
フ
は
響
い
て
い
る
。
句
。
詳
｝
戸
口
氏
（
出
血
ロ
ι
t
g
h
V
島
常
国
vo－－件目宵）

ω－
AF
吋∞

な
お
ヨ

l
ゼ
フ
・
ク
ル
ト
の
「
ド
イ
ツ
労
働
組
合
史
」

（
一
九

五
八
年
刊
）
に
よ
る
と
、
自
由
労
組
系
す
な
わ
ち
社
会
民
＋
卓
存
霊
小
の
「
職

員
中
央
組
合
」

M
g
p仲
gH4刊
号
自
白
色
町
円
〉
ロ
四
四
凹
件
目
＝
神
宮
は
「
職
員
の
心

的
状
態
の
ゆ
え
に
会

g

。zz
s
e
z
ζ
g
g
E伴
内
ぽ
円
〉
口
問

g
E－ー

窓口）

発
展
は
非
常
に
困
難
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。

す
な
わ
ち
こ
の
組

合
の
組
合
員
は
一
八
九
七
年
二
五
五
名

一
九
O
Q年
八
一
七
名
、

九

。
五
年
五
九

O
五
名
、

一
九

O
七
年
八
一
九
四
名
と
の
び
な
や
ん
で
い
た

ま
た
こ
の
蓄
に
よ
る
と
、

一
九

O
六
年
に
は
約
三

O
万
人
の
民
間
職
員
が

キ
リ
ス
ト
教
系
の
陣
営
に

（回目

nE丘三回目
nFOロ
門
店
町
内
WC

組
撤
さ
れ
て

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
〈
一
）

い
た
と
い
う
o

同民同

F
－
』
0
8崎
山
の
g
n
F
F
n
v
g
R
H
R
の
宮
司
叩
ユ
内
閣
円
宮
阻
止
白
ロ

山口りめロ田口｝
H

目白ロ円四

ZDH円四品開店
H
2
F
O
〈＠円－担問回同国
m
g＝
0
・の

S
含
ケ

両国間ロ。

g岡
田
口
品
翠
由
回
目
内
同
国
立
民
国
富
曲
目
？

ω
・宮崎

（
泣
）
同
MO洋町
H。
同
時
（
民
同
HHhgznv
早川
W

同】
vo－由民同円）・

ω－
AF吋由・

（幻）

一
九
二
九
年
刊
の
「
公
生
活
教
本
」
に
よ
る
と
、

「
ド
イ
ツ
職
長
組

人

E
ロω込
R

Z
門
司
R
w
g包
朋
片

0
3
0
5出
口
品
（
本
部
デ
ユ
ツ
セ
ル
ド
ル
フ
〉

は
一
八
八
四
年
創
立
と
記
さ
れ
て
い
る
。

国同口《凶『ロ
n
V
品目的．。同町内出己ナ・

ロF
S
H－白

F05
（
官
担
問
・
〈
ロ
ロ
忌
誕
百
回
回
目
白
出
去
三
円
相
門

T
E
R
S－〈＠『
1

戸担問
4
0ロ
同
・
司
・
州
内
8
F
S
H
－
H
h
a
H】
N
即
時
”

ω
・品目。．

カ
ウ
フ
マ
ン
の
「
職
場

紹
介
と
織
口
氏
」
に
よ
る
と
、

一
八
五
八
年
よ
り
ず
い
ぶ
ん
前
に
商
業
従

業
員
の
団
体
（
〈
叩
沼
山
口
）
は
い
く
つ
も
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、

そ
れ

ら
は
社
交
の
た
め
の
団
体
か
、

ζ
ま
っ
て
い
る
仲
間
を
ム
け
る
た
め
の
笑

り
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
と
の
穂
の
団
体
の
最
古
の
も
の
の
一
つ
は
「
ブ
レ

ス
ラ
ウ
商
業
従
業
員
共
済
組
合
」
（
出

S
2臣
官
同
岳
山
山
崎
8
4
0
3
5
回

S
T

－
E）
で
あ
る
。
乙
れ
は
以
前
に
は

H

ロ印品目白神ロ仲良』司伊己同印町史
M
U
同町一神田岡叩

出
向
日
丘

E
岡
田
丘
包
括
円
と
称
し
て
い
て
、

そ
の
剣
ホ
は
一
七
七
四
年
で
あ

る
。
し
か
し
、

「
一
八
五
八
年
の
組
合
」
と
と
も
に
は
じ
め
て
、
経
済

（
小
林
）



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
（
一
）

政
策
的
見
地
に
立
っ
た
協
力
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
原
因
と
接

A
口
剤
は
職
場
紹
介
で
あ
る
。
そ
し
て
一
九
一
八
年
ま
で
、
そ
の
状
態
が
つ

づ
い
た
。
職
員
組
合
は
職
場
紹
介
以
上
の
、
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
課
題
を

果
た
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
立
場
を
ま
ず
最
初
に
主
張
し
た
の
は
、

;¥ 

九
三
年
に
創
立
さ
れ
た
「
ド
イ
ツ
国
民
商
店
員
組
合
」
で
あ
る
、
と
い

ヤつ。

伊
良

2
5・
ω－
N
0
・

（M
A
）同
V
O詳
Z
O
ぼ
（
H
M

岡山

Z
一担口問
2
8ロS
）－

m
・5
宮・

〈
お
）
安
在
住
田
口
宮
帥
』
白
『
円
v
g
v－
E
尽・

2
・品
M
h
｜品
N
U
－

〈
部
）
ミ
ュ
ッ
フ
エ
ル
マ
ン
に
よ
る
と
、

ζ

の
「
ド
イ
ツ
男
女
商
店
員
中
央

組
合
」
は
自
由
労
組
〈
社
会
民
主
党
系
）
の
「
総
委
員
会
」

（の

S
R曲
γ

日

g
g
g
U曲目。ロ）

に
加
盟
し
て
お
り
、
社
会
主
義
的
原
理
を
採
用
し
て
い

る。

ζ

の
組
合
に
と
っ
て
は
、
職
員
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
（
H
V
S
F
S岡山号）

に
ほ
か
な
ら
ず
、
職
員
は
今
日
の
社
会
秩
序
に
お
い
で
は
賃
労
働
者
の
階

級
に
所
属
し
て
お
り
、
よ
り
よ
さ
労
働
条
件
を
か
ち
う
る
た
め
に
は
、
た

だ
労
働
組
合
的
な
闘
争
の
方
法
で
企
業
家
の
利
益
に
反
対
す
る
闘
争
を
す

る
ほ
か
は
な
い
。
一
九
一

O
年
に
お
け
る
乙
の
組
合
の
第
七
回
大
会
は
、

惑
い
賃
金
関
係
を
改
善
す
る
た
め
に
は
ス
ト
が
用
い
ら
る
べ
き
で
あ
り
、

（
小
林
〉

も
し
ス
ト
が
不
可
能
な
ら
ば
受
動
的
抵
抗
を
お
こ
な
う
べ
き
で
あ
る
と
決

議
し
た
。
露
呈
沙
問
自
白

B
－
ω－
g
－
な
お
、
乙
の
組
合
の
闘
争
戦
術
お
よ

ぴ
組
合
員
の
地
理
的
分
布
に
つ
い
て
は
田
町
R
V砂
包

M
V
即
日
】
日
巴
町
一

崎
町
包
四
回
の
od〈四円｝内帥口町白内ぽロ

g
u
m昆回
n
E
H
曲
ロ
《
グ
〈
＠
円
】
白
岡
〈
ロ
ロ
の
ロ
丘
白
司

吋山田
n
M
M
O
H
W
一「

0
口
同

H

由。∞・

ω
・町田

（幻）

ω
g
u
t
s
g
H岳円
Z
n
F
E
N－

a－
8
0
1
lお
デ

（
お
〉
ミ
ユ
ツ
フ
エ
ル
マ
ン
に
よ
る
と
、

「
ド
イ
ツ
職
長
組
合
」
は
そ
の
原

理
的
立
場
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

「
企
業
家
に
た
い
す
る
原
理

的
な
闘
争
的
立
場
は
、
当
組
合
に
ほ
縁
が
遠
い
。
当
組
合
は
む
し
ろ
、
職

長
の
地
位
の
法
律
的
経
済
的
保
障
は
、
職
長
の
勤
労
の
よ
ろ
と
ぴ
を
高
め

る
た
め
、
し
た
が
っ
て
彼
の
給
付
能
力
を
高
め
る
た
め
に
必
要
で
あ
り
、

ゆ
え
に
そ
れ
は
企
業
家
な
ら
び
に
国
民
経
済
の
利
益
の
た
め
で
も
あ
る
と

い
う
信
念
か
ら
出
発
す
る
」
と
。
と
の
「
ド
イ
ツ
職
長
紐
A
己
と
ち
が
っ

て、

「
技
術
工
業
職
員
組
合
」
は
、
一
康
一
主
に
反
対
し
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
行
動
を
と
ろ
う
と
す
る
。

「
ド
イ
ツ
工
業
職
員
新
聞
」

（ロ
2
1

窓口

Z
H
E
Sま
？
回
2
5
8目。
N
O
E口問）

一
九
一

O
年
一
月
七
日
号
に

と
、
こ
の
組
合
は
、

「
今
日
、
工
業
の
臣
民
（
F
ι
5ま由
5
8ユ
曲
目
）
た



る
被
用
者
を
工
業
の
公
民
（

H
E
5
E
m
g吋
怒
る
た
ら
し
め
、
生
産
利
得

に
た
い
す
る
適
正
な
分
け
前
を
彼
に
確
保
す
る
」
乙
と
を
欲
す
る
。
乙
の

組
合
は
、
技
術
者
の
労
働
協
約
に
か
ん
す
あ
法
律
的
規
定
が
改
良
さ
れ
忍

乙
と
、
或
る
最
低
給
与
を
基
礎
と
し
て
給
与
問
題
を
規
制
す
る
こ
と
を
欲

す
る
。
組
合
は
、
立
法
が
技
術
職
員
の
法
律
的
、
社
会
的
、
経
済
的
地
位

を
形
成
す
る
か
ぎ
り
、
こ
の
立
法
に
影
響
を
お
よ
ぽ
す
乙
と
を
欲
す
る
。

目
様
は
「
そ
の
階
層
に
ふ
さ
わ
し
い
生
計
」

（白神曲目品開田町

g
g
g
z
l

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
タ
働
運
動
（
一
）

z
s
z
E口
問
）
の
保
障
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
扶
助
制
度
の
た
め
の
指
導

出田町

E
闘
仏
何
回
岡
田
口

N
8
2
s
e田
）
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

的
モ
チ
ー
フ
は
、
「
個
人
の
世
話
よ
り
も
む
し
ろ
、
全
階
層
の
向
上

2即時

（
組
織

原
則
第
四
。
同
問
自
由
明
白
色

0
5鴨
居
口
内
広
三
N
H
d）

と
の
組
合
は
被
用
者
の

代
表
と
し
て
の
立
場
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
近
企
業
家
と
い
く

玄三
i

つ
か
の
紛
争
に
お
ち
い
り
、
組
合
員
の
処
分
も
お
と
な
わ
れ
た
。

崎
市
－

s
gロ・
ω
・0
0
・

（
小
林
）



,,Neuer Mittelstand" und die Arbeiterbewegung in Deutschland 

vor und nach dem 1. Weltkrieg C I ) 

von Eizaburo KOBAYASHI 

Ober den neuen Mittelstand (die Angestellten, white collar) sind 

neuerdings in der Soziologie sehr bedeutende Werke erschienen. Aber im 

Gebiet der Geschichte der Arbeiterbewegung ist der neue Mittelstand noch 

nicht tief studiert worden. Jurgen Kuczynski schreibt sogar in seinem 

Aufsatz (,,Zur Soziologie des imperialistischen Deutschland", Jahrbuch fiir 

Wirtschaftsgeschichte, 1962) : ,,Die Angestellten sind eine ausserordentlich 

wichtige Schicht des Kleinbiirgertums. Die Arbeiter sind eine Klasse." 

Aber k5nnen wir die Angestellten als eine Schicht des Kleinbiirgertums 

auffassen? 

In diesem Aufsatz beabsichtige ich,die Angestellten in Deutschland vor 

und nach dem 1. W eltkrieg im Zusammenhang mit der Geschichte der 

Arbeiterbewegung zu betrachten. Namentlich m5chte ich die Entwicklung der 

An5estelltenorganisationen und die der Arbeitergewerkschaften vergleichend 

untersuchen. Dabei ist die Tatsache von grossem Interesse,dass vor dem 

1. W eltkrieg die Organisationen der Privatangestellten in ihrer Zu

s:lmmensetzung(mit oder ohne .,Prinzipal") den gewerkschaftlichen oder un

gewerkschaftlichen Charakter ziemlich klar zu zeigen scheinen. 
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